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スルメイカに用いるアンカータ yグの種類 と再描率

鷹 見 達 也 ･ 高 柳 志 朗

(北海i荘立中央水産紬 切)(北海道立稚内水産】托換場)

Dlfferences ln recapture rate between anchor tags

for the Japanese flying Squld

Tatsuya TAKAMl and ShlrO TAKAYANAGI*

Rokka.doCent,alP汀ん- C,Esp- ,ǹ71とaLSLaL107

YoLCiL.Ho仙aLdo 046.Japa,i

+HokkaとdoWakkaTLatFl∫ieTtLSEJpeTL7n･nLaJSLatto,i

Wa仙a7tal,HokkaLdo 097 Japan

RecaptureratesweredetermLnedfoT18kLndsofplastlCanchortagsto flnd wh】Ch

wouldbethe mostusefulfortheJapaneseflylng Squld TheLagslmplanted ln the

fln WereOEvar】ouscolors.sIZeS.and shapes The recapture rateofthe brlLllant

yellow tags wasabouttwICe thatofthedullyellow tags.posslbJyduetodlfferences

ln recognltlOn Nodlfferenceln recapturerateWasround be(∨een thedullyellow alld

othertags Thebrllllantyellow anchortag wasthusconcluded tobc lhe mostuseful

among lhe8klndsortags

スルメイカの標乱放流は,1927年から現在まで多数実施されている0本唖に使用される職 は197糊 ま

で金属製の狭み込み式標識であったが､その後は7ソカ-タッグが広く普及した (NAGASAWA.ia/
m press)Oこれは7/カータッグの再賭事が挟み込み式標識よりも高く (村田ら 1971赤羽 ･久保田

1972)､ 原語の装着も迅速なためである071/カ-タッグには様々な色､柄の長さ､札の大きさや形状の

ものが使用されているが､これらの違いに1る再捕革の差異についてはイカ類では武田らq985)が考察し

ているに過ぎない｡

これまで北海通水訳ではスルメイカの移動を調べるために､様Jtな穫類の7I/カータッグを使用して1泡

放流を多数実施してきた｡本研究ではこれらの調査結果をもとに､71/カーク,タの色､大きさ､長さIL:ど

の違いに上る再械率の差異から､どのJ:うな職 が有効であるかな検討しIL,

漂由個体の再描報告には､多数の漁業者､漁協職員のご協力をいただいた｡深く謝意を表する｡

材 料 と 方 法

使用したアンカータッグはA～Hの8唖頴であり､いずれもナイp/製でA･Blま米国DennLSOnMan_

ufactunngCompaLly製､C～Hは日本.(ノック社製であった (nblel､Flg.1).A (Dennuon

DoubleTag)は市販の状態では文字を記入する札が2枚あるが､1枚を搬 して使用LlL DennlSOn

社穀の2種の7ノカータッグは職 を成型する前に材料に染料を混入させており不透明であるが､日本,(/

-/ク社製の黄色と赤色のものは白色の職 を染料で漁色したもので半透明である.札の片面または両面には

文字を記入してある｡なおDは2タイプあるが､札の形が多少異なる他は､色､札の大きさ､柄長がほとん

報文番号 A181(1991年 11月6日受理 )
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羨鼓汝柾は1988-1990年の6--9月に日本勧 ヒ部および津軽搬 周辺で実施し 1回の放溌内妻で､色､

札の大きさ､柄の長さなどが異なる2札所の7I/カータックを使用して､合計12回の放淀を行っb 1988年

9月にはBとCの康弘を用いて3回､1989年7･-9月t1990年7月にはAとBを用いて4回の標識放流を行

っ払 その他の軸 の組合せで化それぞれ 1匡lの放流を行った (Table2)｡ fL:お1988年9月の3回と

1989年 7-9月の3回の放流では､それぞれ同じ海域で同じ脚 の7ノカータッグを使用しており､各調

査間で再捕革に差がみられなかったのでそれぞれ3回の韓査結果を合わせた｡自動イカ釣り故で採集された

活力のあるスルメイカの蛤に､ニードルガ./(日本/くノック社製)を用いて7-/カータッグを背面から顔面

へ貫通させて装着しわ イカの遊泳に影書がない1うに､村田(1971)と同様にできるだけ外套の近くに装

着するように努めた｡同時に採集された100個体の外套長をlJP単位で測定し､1988年と1989年7月14-19

日には放流する各個体の外套長も測定した○

FLg.I. Anchortagsusedlnthepresentstudy

再揃率は再揃報告個体教/放托個体数とLIcc各他 聞の再揃革の差IiIZ検定で検定し､有意水準は5
%とした｡自由度が1の幼合には凄艶 の補正を行った (SNEDECORandCOCHRAN1967)｡

結 果

不透明と半透明の黄色の組合せである積読BとCのrE'nで､再描事に有意差 (001くp(0025)が琵められ
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BはCの約 2倍の市浦革であった (Table2)｡柄の長さに2倍以上の差があり色も異なるEとGとの組合

せでは､統計的に有意ではない (005くpく010)がEの再捕事が高い併向が詑められた｡凍 りの組合せで
は再拝串に基はみられなかっlL すなわち再浦事に有意差が認められたのは不透明と半透明の黄色の組合せ

のみであり､これ以外の色､札の大きさ､柄の長さの異なる組合せでは有意な差はみられなかった｡また､

全渦萱を通じて札が大きく柄が長いタッグほど再捕串が高い煩向が認められた｡

これらすべての放流で比較を行った2薦艶聞では､スルメイカの移動､放流から再捕までの経過日放なt'

に墓はみられfi:かった8

故流された個体と同時に採典されたスルノイカの外套長は14-29C7Iの範掛 こあり.放流ごとに異なった｡

1988年と1989年7月14-19日では,それぞれの放流で比故された2標語の間で外賓長に差はなかった｡

T8ム1e2 Comparl抑nOEtherecapture ratefrom 8typeatlchortags
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考 察

脚 の遠いに1って成長､死亡､行動などへの桝 に基がなけ九は､発見率の高い既敦が有効である｡標

33個体の外套長を測定しなかった放流の際にも,活力のあるものから無作為に個体を取り上げ2唖の牌 を

取り付けたので2殿 のrE'lでス′レノイカの大きさには轟がなかったと考えられる｡それぞれの2牌 問の比

較では移動や再捕までの経過日政に基がみられなかったことから,行動-の影書には大きな違いはなかった

と推察される｡然諾の機材に上って報告串に差があるとは考えにくいので､簾鼓に1ってス′レノイカの死亡

-の緋 に差がないならは､再描事の基は発見革の差に上るものと判断できる｡

7./カータック'Bの再捕串はCの約2倍となった｡両者間では色と柄の長さ､札の大きさが異なる｡柄の

長さが大きく異なるEとGの組合せでは､柄が長いEの方が再描率が高い併向が雛 〉られた｡しかし同様に

柄の長さが異なるFとHでは再措率に差はないことから､柄の長さに1ろ発見率の差はあさり顕著でないも

のと推察される｡したがって､BIま不透明な黄色､Cは半透明な黄色であることから､赦集直後の黒っはい
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色彩のスルメイカの上では鮮やかなIbf色に見えるBの祝改姓が倭れており発見率が高く､これに対しCは尭

見されずに見落とされたものが多かっr=ことが再捕串の差掛こ現れたものと考えられるO東北水研八戸支所

(1956)お1び桶山ら 0972)も､スル/イカの狭入込み式腰 の色に上る再拝事の差異を指摘しており､

軸 の色が発見串に財■することが示されている｡また武田ら (1985)は､ケンサキイカ､ブドウイカに白

色で不明絞な7I/カータ,タを用いると再捕串が低くなる可能性があると述べている｡

なお､許萱全休を通してふても大きく良いタックほど再補革が高し､憤向も認められたが､それぞれの渦壬

は放流時JVl,海鼠.スルノイカの大きさが異なっており､これらの問lr･再捕率を比較するには検討を費する｡

待場 (198】)は白色の7ノか-タッグを染色したものについて､長期間位用中の退色を間鳳点にあげてい

る｡今回の碑童では再捕までの色過日教は最長109E)であり,この期間内ではいずれのタッグにも退色は認

められなかった｡

比較した8筋 のうち発見革が高く再補が多い7-/カータッグは､不透明で鮮やかな葉色のAとBである

と考えられる｡A､BおよびCの比掛こ用いたスルノイカの外套長の範囲は18-286-であり､これら1り小

型の個体rこついても今後調べる必要があるだろう｡

魚額では漂款装着による成長や死亡-り彩香が指摘されており､搬 者のために捕食されやすいことが

死亡を増加させると報告されている (LAWLERandSMITH1963 McFARLANEand BEAMZSH

1990)O大きく自立つ他 を装着すれば､遊泳行動への彰書や捕食者に上る捕食も増加すると思われる｡

今後､7./カータ,grの装着によるスルノイカの移動､成長､死亡などへの影書を鞠.くる必要があると考え

られる｡
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武蔵堆周辺海域におけるホッコクアカエビの生殖周期 と成長

中 明 幸 広

(北海道立推内水重訳験場)

ReproductlVe Cycle and growth ofpLnk shrlmp,

Pa'LdaLzLSboreaL叫 arOund MusashlBank Ln

Japan Sea offHokkaldo,Japan

YuklhlrO NAKAME

no山atdoFVa比 a,L4-F"A-leoEJp̀Tl爪enLaLSLaLto,I.
Wa山 a托".uO以aLdo097,Jap印

ThereproducIIVeCyclearLdgrowthofplnk shTLrnP.PandaLw bwJLuZC,lntheJapan

SeaoffHokkaldoweresLUdled Sampleswerecouecled from June 1989toJune 1991

by traw一sand pots SeasonalvarlatlOnSlngOnad･somatlCIndexes(GSI)and Carapace

length frequencydlStrlbuLl0nSWereeXarnlned

Sex reyersalbegan ln Juけ.spawnlng OCCurred ln AprlL.and hatchlng Outtook

p一ace between Februaryarid March GSIvahleSOEovlgerOuSferTlaJesand Females

Whlch had notmoulted afteT-haLChlng remalned low up LOthespawnlngSeason

However GS【valuesofrLOnOVtgerOuSfemalesreached peak ln the spawnlng Season

Theseresultsshow thatferTLaEesspawneveryotheryear Furthermore.ltESCOnCluded

LhatshnmpspawnthreetlrTleS at theageoE6.8.10yearsln ､VholeLIre.andlongevILy

ls aboutll years

は じ め に

武叢堆周辺鹿域は留萌支庁お1び後志支庁管内のえび漁業の漁場として主要なあ域である｡この軸 では､

えびかご漁巣やえびけた網漁農に上って木,コク7カエビやトヤてエビなどが年間2.700-3.000トノ漁集

されており､このうちホ,コク7カエビは80～90yQを占めている｡しかし､近年rこおける本海域のホッコク

7カェどの独康丑は1985年の3,500ト./からⅠ990年の2,400ト/に減少しており,資源水準の低下が危ぶま

れている｡

日本瓶北海道沖の本牧については､増毛沖では倉田 (1957)､石狩湾沖では中島ら (1969)､留萌沖では

依田 (1984)による報告があり､生活史の依嬰が推定されているが､成長と年齢の関陰や一生における産卵

画数Iこついて疑問な点があった｡そこで､I+.,コク7カェL:'の生態について調査を行った結果､従来の報告

とは異なった知見を得たので報告する｡

謁査にあたり岸本の捷供にご協力をいた7Liいた羽幌､苫前､留萌のえびかご漁業者および各漁業協同狙合

の開床者にaf意を妾する｡

報文番号 A182(】991年 11月6日受理 )
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材 料 と 方 法

材料として用いたホッコク7カェどの標本は､日本海北海道沖の武麓堆周辺海域 (Flg,1)で授業する留

萌支庁管内のえびか=漁業とえびけた轍 菜の漁獲物､および稚内水産蜘 預杢船北洋九に1るトロー′レ

謁走の採集物から抽出した｡えびかご漁麓物かFDの標本は大 .中 ･,トの銘柄別に約15七gずつ抽出し､I989

年6月から1991年6月まで1-3か月ごとに各月1-3回､合計で24回抽出した｡えびけた網漁獲物からほ

1990年11月､12月､および1991年3月に大 ･小の銘柄別に約1吋ずつ3回抽出した｡また､トロール調査に

よる度本は､1曳網ごとの採集物から約2-3kgを無作為に抽出し､1990年5月､7月､9月および1991年

6月に合計で12回抽出した｡

農本はすべて搬 保有し､後El実験室において室温で解禁した後測定を行った｡測定項目は､甲長 く頭胸

甲長)､体重,性別､卵巣丘生､お上び抱卵の状態である｡甲長はノギスを用いて限窟後場から亘醐勾甲の背

面後端までを01JJ単位で滑走した｡瞳は RASMUSSEN(1953)と倉田O957)に準じ､第1腹肢内肢の形

状rこ1って判別したが､未成体と妙ま区別しなかった｡また､第 1戊肢内技の形状が性転換個体のものは､

卵巣が青色を皇し成抑 近と思われるものでも性転換値件とした｡雌については抱卵状態から生活周期を区

分し､抱卵していILい個体 C3FW 弛む と抱卵している個体 (抱夕雌 )､1°.上び卵から幼生をふ化させた直

後で腹肢にてん絡糸のある個体 (ふ化済鳩 に分けた｡さらに､抱卵雌の卵については先限の有無を確認

した｡

性転換個体と雌については､卵巣重点と捧丑のiN定値から成熟斐持故 (GS1-100×卵巣放免/休鑑)を

計芳し､月ごとに性転換群と雌の生活周期 GF抱卵雌 ･抱卵雌 ･ふ化済み雌)別の点中値 平均値 ･長大値

を求めlL,また､発眼卵を持つ雌の出現革 (発眼卵抱卵雌の尾敷/抱卵雌の尾盈)とふ化済L雌の出現率

(ふ化済み雌の尾赦/先限卵抱卵雌とふ化済み雌の尾数)を月別に計井Lb さらに､甲長の測定結果から､

既本ごとに発育段帽別の甲長組成を躯計しね この場合､脱皮前のふ化済み雌は抱卵畦に含めIL,標本を漁

獲物から銘柄別に抽出した場合は､銘柄別の標本放生と標本を抽出した顔の l放し400かご,またはl曳網

当りの銘柄Blt粗暴Jlに上って引きのはし､漁獲物における甲長阻虎を求め1cc

結 果

戚舞鵬 数.先払串､およUふ化串

性転換辞と雌の生活周航別の成照度の月変化をFIg.2に示す.性転換個体は7月から1月まで出現したが､

その成糠 指掛19月まで平均値で1未満と低いが､1卜 12月頃から増加して2以上の値を示し.1月に長

大となった｡非抱卵雌の成熟尉旨掛ま性転換個体と同様な形で増加し､平均値は3月にt'-クに適して5-

6の値となり､4月には急かこ減少して1-2となっ払 一方､抱卵雌の成熟酷音数ま年間通して1未満の

低い値を示していた｡ふ化済み雌は3-4月にだけtd現したが､その成熟度指数は抱卵雌と同様に低い値を

示していも

発眼卵を持つ雌の出現率 (先限串)とふ化済み雌の出現率 (ふ化率)の月変化を Flg.3に示す｡抱卵

雌はほとんど一年中みられ,発破の開蜘ilO月で､11月には抱卵雌の半故以上がL発眼卵を抱いており､L2-

3月ははばすべての卯が乗取していfL,しかし､4-9月にきま全く榔 Fはみられなかった｡また､発眼卵

抱卵胞)也現する10月l娘 でふ化済み雌がみられたのは3-4月であるので､ふ化済み雌の出現率は 1月ま

IC0%で3～4月にははは 100%となっているO
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I一° 111 llrE

FLg1 Maporthesampllngarea(strlPed po川OnS).

甲長粒成

熟幾物から抽出した標本の甲長組成における甲長の範囲とモードをrrbbIelに示し､トロール調査で採集

した標かこついてはTabLe2に示した｡F】g.41ま,えびかごおよびえびけた網水成物について求めた甲長組

成の･紬 らゝ外月1担】分ずつを雌､性転換,およびヲ脚 雌 にlズ別して示したものである｡調査朋1,Ll全体を過

して､跡の叩炎範臣糾i15-297t.性転換群は20-29rX.非抱卵鰍 122-35JEl､抱卵雌およびふ化済み雌は22-
34Xrであった｡分布の形は､蛙ではな数のモーrからなる多件形を示す場合が多いが､性転換群の分Jrlはほ

とんど蝉件形でモIni24-25.1ではは一定していTL,)棚 P雌の分布には棚‡形と多牡形があり,モード

は 一足していtLいが､抱卵雌の分布におけるモードは25-26r佃;多かっも

F■g.5に199畔 7月と199件 6月に行ったトE,-ル調査による雄の甲趨軌次の例を示したdFlg.4のえび

かごやえびけた網の熟建物には甲良1知■未済の個体は含まれないが､トF]-ル調度では7■棚､ら採熊されて

おl)､9-llJJrと15岬こもモ-ドがみられTL

J J A 5O N D J FM AM J J A S0 N D J F M AM J
1889 I990 1991

Flg'2 SeasonalvaTlatlOn Ln gonad-somaLICLndexes(CSJ) Thesymtx)lsand

vertlCalllneSlndlCalemean valuesand rangeolGSl GSIwascalculated

as(100×gonad Welght/body welghL)
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考 察

生井周勅

Flg.2とFlg.3を表かこして句塊周肋こついて次のように推定した｡性転換群とjF抱卵雌の攻究膿 指数は11

-12月から榊brlL､3JJから4月にかけて,Ji.&に減少することから､麻卯はLl月に31を申して行われている｡

このこと013-4月における発収率の射 ヒとも一致している｡すなわち3月に抱卵されている卵はふLuTi】近

の先般卵がほとんt'であるのに対し､4月になると弛浪卵はLiられなくなり､風HITi後と思われる,C効取卵が

大部分となっているO産卵を終えた雌は抱卵雌となり､卵は10JJから先IUW'.始まる｡ふ化折4J#帥't3-4JJ

にみられるため､ふ化脚は2-3月が中心である｡従って､抱卵朋iりii4月かr電年の2-3月ま'(･の10-

-11か月となる｡また､抱卵雌とふ化拝み雌の成熟戯析政が低いまま推移していることから､ふ化由後に2

年連続して産卵することはIL:いといえる｡

本研究では7月からlJ1まで性転換個体がみられたため､武戊唯周辺を中心とするEl本海北血道沖におけ
るホッコク7カェt:'の性転鮒 始時肋1､節1旗肢内肢の形態射 ヒからや漸すると7月と考えられる｡北海

道日本海座のホッコク7カェt='の生腰について､性転換の時恥i増も沖で髭一冬 く食ulJ957)､留萌沖で

9月以降 (依1111984)と報告されており､本研究は食凹 0957)とははl■']じ結火であるが､依田 (】984)

の応巣とは災なる｡これは依田 (1984)の調泰時朋が2-5月と9月だけであったためと思われる｡なお､

北海道周辺の他の海域における性転換朋姶時肋i､太平洋の釘P各沖で9月 (桜井ら 1961)､オホーツクむ

の北見沖で9月 (岩本ら 1961)と報告されており､本海域よりやや遅いことになる｡また､El本海の本州

沖では､5月 (伊東 1976)､春 (山村ら 1976),4月 (日本海ホッコク7カエビ研究チーム)989)と報

告されており､本海域よりやや早い｡

本海域における産卵1g叶ま4月がrI心であると推定されね このことは従米の雑作 (倉Ln 957､披ttI1984)

とほは同様である｡これは北海道の太平洋沖における6-7月 (桜井ら)961､阿部1967､林 1967)や､オ

ホ-ツク海沖の5-8月 (岩本ら 1961､網走水茨 1971)1り早いが､日本海本州沖の2-5月 (伊東

J J A S 0 N D J F M A M J J A S 0 N D J F M A M J

1989 1990 1991

Flg3 Seasonalvarlat10nlnPercentageOflemalesbearlngp-gmentedeggs(Plo)

andorfemaleshavlnghatchedthe川-youngs(H/(P十日目

P.numberorfemalesbearlngpLgmenLedeggs

O.numberOlovlgerOuSrernales

H.nurTlberofferTlaleshavlnghatched lhelryOungS

1976)､2-4月 (儲 r･水試 1987､石川水試 】988､n本海ホッコク7カエビ研究チーム 1989)より逝

く,4-5)】(lJIEflら 1976)とはは同時脚である｡

本払域におけるふ化脚Jは2-3月が中心と推定された｡これは息Lu(1957)や依田 0984)とほぼ同じ鮎
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火である｡なお､太平洋北海ihJ沖では2-4月 (桜井ら 196】､阿部 1967､淋 1967)と封鋭三されている

が､711.･トーyクねM.では6月まで (岩本ら 196))､3-4月 (網走水式 1971)と若1.異なる糸Iiifとも縛ら

れている｡また､口本海本州沖では2-4月 (IJ価 1976)､12-3月 (山田ら 1976)､1-3月 (稲井

水.式1987､日本海ホッコクアカエビ研究チーム 1988)および2-3月 ㈱ 水釈 1990)と州渡されて

おり､,を加味J:り早く始まり､艮肋間にわたる仰向がある.

本邦以外の敵城での産卵ガJとふ化糊についてみると､北米太平洋岸の7rl)チ,(プyエコF,ソビアでの産卵

は11月から始まり､ふ化は3月に終Tする (BuTLER1964)｡北むの英国/-サン,ト ラソド沖での産卵

肋110-12月{･ふ化肋上3-Ll月である (ALLEN1959)｡北掻海のスt=',yベルゲソでの産卵J抑ま7

-9月で､ふ化耕土4-6月と推定されている (RAsMUSSENl953)｡このように､産卵とふ化の時

i軌i瓶奴に上って井なっており､抱卵mJl;】もさまざまであるが､本海域の10-11か月という抱卵朋''1'lは他の

海域と比較すると最も長いといえる｡この抱卵馴川が長いということは日本海産ホッコク7カエビの特徴と
考えられる｡

次に､産卵生態におけるEl木粘度ホッコクアカエビの23rElの特徴として､本研究でも明らかになった隔

年産卵が挙げられる｡このことを戚初に敵岩したのは舟uJ(1957)で､小払ら(Ⅰ969)と依田 0984)も同

様の結果を得ている｡北海道の太平洋Mrで11日uIRのふ化を終えたdt後にも産卵することが報告されている
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2J-28 25 25-28 27 24-33 25.30.32
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Flg5 Carapacelength frequencydLStrlbutl0nSOfrnaJesand JuyenLles sampled from

trawlsurreys

(# 1967･阿部 1967)｡また､*ト yタ励 ヒ海道沖のホッコク7カェビには､隔年産卵するものと速

乾産卵するものの両タイプが含まれていることが示唆されている CE本ら 1961､網走水洗 1971)｡El本

海本州沖では隔年産卵することが山田ら (1976)に1って推定されており､石川水訳 0987)や日本海ホッ

コク7カエt='研究チーム (1989)も同様の報告をしている｡

しかし･本邦以外の温喋で隔年産卵の可胎生が指摘されているのは､スtl･,yベルゲ/ (RASMUSSEN

J953)､西カムチ十,力沖 CltFら )978)､アラスカ帝お1ぴべ-- .〆溢 (イワノフ 1964)など一部
の恵射こ限られている｡
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成長と年出

ホッコクアカエt='の年tかま直接査定することが困井なため､甲良軌文と性孜を換討することによるThL腹的

な方法が一秒こ用いられている (SHUMWAY .E吐J l985)｡ ここではホッコク7カエビの成掛こつ

いて検討するため､溌雌物とトE7-ル謁奈に上るすべての標本の甲過払文を用いて､各発育段階および生宿

l周期の各段掛 こおける甲良の範囲とモードにかRした｡FIE.611TabLelとTable2に示したすべての襟本

の甲長組成から臥 性転換群､非抱夕雌 おJ:び抱卵雌 (ふ化済み雌を含む)の甲良範囲とモ-ドの出恥 ･】数

を月別に示したものであるoFlg.6においてモードの出現頻度がl':ZdL､甲良は,ある年齢群のLll良を代&する

と仮足しも さらに､Flg.2とFlg.3から推定された生鬼桶期を考慮して的船群の分離を行っ払

ホッコク7カエビは堆他先払の雌雄ri,]体であり､雄として成熟してから性転換J明を経て雌になることから､

性転換が一定の年齢で起これば､同一一時期にみられる雌と雌は異なる年齢群である｡また､雌になってから

2年挽けて産卵することはないとすると､生経に2匝l以上産卵する場合はJFM 雌 ､抱卵雌､ふ化済み雌の

段階を操り返すことになる｡つまり､生活周期の各段階に政教の年齢群が含まれる場合は､それらの咋齢が

2年描】隔となる｡

まず､Flg.4とFlg.6をみると性転換個体の甲長樹 は他の発育段階よりも小さく､分布の形は嘩梯形で

モ-ドの位鑑が24-25rrではば一定していることから､性根 群は単一年齢秤とみなせる｡

次に､性転換前の雄の甲長範軌ま7-29JETまであり､同一月に枚数のモードが出現しているので､肋こは

複数の年齢群が含まれていると考えられる｡性転換群が7月から甲長25rLFii版で出現してい ることを考慮す

ると､3-7月の24Jrを中心としたモ-TIfi椎におけるはば長大の-t-トであることから､その年に性転換

する年齢群を示していると考えられる｡また､3月に21Jrr前後､10-12月に22rJrとなる年齢群は翌年に性転

換するものと思われる｡同様に席次若齢の年齢師を分解すると､3月にlBrL前後で12月に20LXとなが㈱ 群､

4月に15JIJr術後で9月に16mlJTJT後となる年齢群､そして5-7月にtOr輔機にみられるモードが般′トの咋船

群であるo1Cb輔i後の採典尾数は少ないが､産卵生態や生息原境が本敵城と耕似しているEI本払本州沖での

満1歳の甲長が9■.(石川水試 1988)､さらに飼育結架を参考にして耕 】歳のtrl長が8-9■Jr(L]･6:海ホ

ッコク7カエビ研究チーム 1989)とff旺 されていることから､A'海掛こおいて5-7月にみられる1CkJ前

後の年齢群の年齢は湘1故と考えられ 従って性転換群は洪5歳半と推定さtt,る｡

桂の年齢群についてみると､3月における甲良25fr揃後の非砲身雌 仙iTi年の托転換群 (甲長24-25tT)が

雌の形態に変化したもので､伽 が払いこと (Flg.2)から､4月に初回産卵する年齢群と見なせる｡ま

た､26tl前後にモ-ドがある抱卵雌は掛軸妙P群で,棚PEl｣は脱皮 ･成長しないことから,モーrTの位毘は

はとんと%1ヒしていない｡初朝妙P群が2月にふ化を終えると再び非抱卵雌となって4月の26qh.ら翌iF3
月の29rr前故まで成長する｡2回目の産卵を行った抱卵雌のモ-rll轍 ではないが､非抱卵雌lこ31tJHli後

のモードがあることから､29打の抱9雌 が2凶日の抱卵群であると考えられる.また､32■1前後にも抱卵雌

のモードがあり､一生における産卵 ･抱卵は3桓】と推定できる032LJrを越える非抱卵雌のモードはほとんど

みられないので､3回Bのふ化を終えるとお命を迎えると思われる｡性転換個体の年齢を55歳と#綻 する

と､初回産卵は瀦6韻で行われ､7歳でふ化を終えるO産卵は1年おきのため､3l口IElの産卵は鵜10歳であ

り､最後のふ化を終える11歳が苅命とJfえられる.

以上のように推定した成良と年齢の蛸床から各年抜群の成長過程をFtg6に伽 で示した｡また､この成

長過勧 ',平均的なものであるとして､成長曲線をFIg.7に示した｡

日本海]臓 逝沖のホ,コク7カエビの成長と年掛 こ関するこれまでの報t.L=(食ul1957､小払ら 1969､

依田 1984)に上ると,性脚 は甲良が2叫 年後となる25歳で､その後1年おきに2回産卵してJJ綿

は65歳と推定されていた｡ところが本研究では､性転換期の甲良土従来の知見と同じ24-25Trpあるが､

その年掛ま55歳､また､碓となってから3回の産卵 ･ふ化を行うと考えられたことから苅命は11歳と雅定

しわ すなわち､性転換前に3年､蝶になってから2年ほど寿命が良い結果にIrっね こhJま従来の銀行で用い
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た標本に甲良15JJ以下の小型個体が含まれていなかったた払 若齢の勾琳 群を見諸とした結果と考えられる｡

産卵Jt態が本血域のものと同様である日本海本州沖のホ,コク7カニt:'は､性転換年鵬が伊東 0976)千

山田ら(1976)･および石川水式 O987)によって35-4歳と報告されてい払 しかし､その後′J哩 個体

が採果されるようにTL:.･'てから成長と年齢に関する知見が並理され､蛙から雌-の性馳 ま55歳で行わJt

るカ｣掛こは】年早いものや1年掛 ､ものも含まれること､さらに隔年で3恒鹿卵して寿命が11年であるこ

とが明らかになってきた く石Jl休ま 1988.日本海ホ,コク7カエビ研究チーム1989､新潟水許 1990､

山形水洗 】990)｡従って､日本海本州沖における最近の推定抵巣と本研究とIlほぼ同様であり､成長と年

掛こ関しては本州沖と北海道沖で大きな通いはないと考えられる｡
ApoLLON10etaL 0986)は､1騰 域におけるホ,コク7カェどの初九g鷹卵年齢を比較し,スピッ･7

ベルゲンと西グリーl/ラ'/Tlが6年で食も高年齢で産卵することを示しているが､本海域のエビはこれら両

敵城とといこ雌として就射するのが瓜も避いと々えられる｡さらlこ､Tf命に隅しては75年を越えるものは

まれであり(SllUMWAY eLaL.)985)､ 本海峡のH年は SKJL∧L)dTTrR (1981)の報告した

1lB年とならんで長も良対のグルーブに屈する｡
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Flg7 Growlhcuryeofplnkshnmp･tlJapanSeaorlHokkaldo Japan

要 約

1986年6月から1991年6月にかけて､日本海北海道沖の武歳堆周辺海域におけるホブ=タ7カエビの生殖

周期お上び成長と鞘給について検討し､以下のとおり推定しb

l 箆転換は7月に始まり､産卵期は4月が中心､ふ化耕i2-3月が中心､抱卵期間は10-11か月である｡

2 おお1その甲長は,済1歳で10■J,2歳はⅠ5-I.3静ま18tJ,4掛i21山､5卦三24.TC･､25〟前後と

なる55蔵で性転換する,,

3.済6歳で初回産卵して甲長2紳 前後の抱卵雌となり,7歳でふ化を終えると1年間非79g軌蛙で過ごし､

8歳になってから甲長29rrで2回目の抱卵雌となる｡

4 9歳でふ化を終え､10歳になってから甲長32rJ前後で3匡伯の抱卵雌とtJ:り､,i,化を終える11歳が寿命

である｡

5 他の海域と比較すると､本海域のホッコクアカエビは雌として放熱する年齢が長も遅く､抱卵WFllが長

い｡また,隔年で産卵することと寿命が長いことが特徴的であるO

文 献

網走水産柳 ()971) 網走管内沖合のェビ資源 25p.

阿部晃治 O967) 道東太平洋 (･+1フコク7カニヒ) 昭和36-40牛皮兎施､北海道沿岸漁業資源謁査並び

に漁業振営試験報告沓 297-304 北水試

ALLEN.J A H959) Onthebl0LogyofPaTtdraJz.9 borfaZLS Kr¢yer.wILhreleTerLCetO



武蔵堆周辺海域におけるホッコク7カニL='の生殖周期と成長 15

apopuJatIOnOrltheNorthumberland coast J ''Lar bwZ ASS U K ,38 189-220

AP()LLONIU.S.D K STEVENSON,and E E DuNToN(1986)Effectsoftemperature

on the blOlogyofthe northern shr】mp,PandaJzL∫ boTeaLLS. ln theGulfofMalne
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日本海武蔵堆海域のマダラの年齢と成長

三 宅 博 哉 ･ 中 山 信 之

(北海道立釧路水産試敦場)(北海道立函館水産拭牧場室蘭支場)

Age and growth ofPaclflC COd (Ga血∫,nat,ocephaんS)

1n the MusashlBank,northern Japan Sea

Hiroya M lYAKE and NobuyuklNAKAYAMA'
DoHaLdoKuŝ.,oP8SAeTIECE叩 eTI'M71ねLSとaLLO't

KztSAけ 0.Hokkaldo085,Japa71

*MLLTOraTLBTanCA.Eo仙aLdonatodratei"A- esEJp.TITM711aZS̀atwTt
MLL7･OTan･Do比 aldo051.Japaれ

The age and the growth ofPaciEtC cod were studled by three methods the

length-frequencyanaJysIS,thetagglrLg,and theagedeterTnlnat10n byoloHth structures

Length-frequencysampleswerecaughtby longllneS from theMusashlBank,ln the

wLnterOf1985 ThetagglngWasCam ed out ln the wlnterS Of 1985and 1986

Moreoyer theagedetermlnatlOnSamPk was co一lected from cornmerclaLlandlngSby

LongJlneS flShTng

Ten groups were recognlzed by ElttlrLg nOrmaJcuryestothelength-frequency

dLStrlbutl0n Of13211ndlVlduaLs The mean standard lengths foreach group IVere

345.441.533,605.673.734.810.861.919.and 976cm Thosegroupsproved

tobeage一groupswLththeannualgrowthlnCrementeStlmatedbytheresultsoftaggtng

experLrnenLS MoreOYer,theage-groupwlth themean length of44lcm wasdeterrnlnCd

rorage-4 basedonthestruclureOfotollths

Theresultofrlmng thosemean lengthsateach age to the BertalanffyequatlOn

wasas rollows

Jt-1646×(1-e(-00736t))

where EtlSStandard length ln CentlmeteTatagei ThlSPaperShowsthatthe

growLhorPaclflccod ln thlSreg】OnlStObeslowerthan theprevl0uSPaper

は じ め に

マダラ､ Ca血D'MCrOC･PhaLzLS の地理的分布範囲は､朝鮮半島西岸から黄海北部､日本海､太平

洋の茨城県以北,オホーツク海､べ-リ/〆海､アラスカ湾をへて､カリフ*ルニア州サ/タ･そこ力持に

至る大陸棚および大陸棚斜面である｡日本近海では壬として北海道周辺水域に分布し､分布の南限は日本海

側では島板県､太平洋側では茨城県である｡

日本近海に生息する本塩の年齢 ･成長についての報告は松原 (1938)､坂野 (1951)､桜井 .福田(1984)､

報文番号 A183(1991年 11月6日受理 )
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お上び債本(1974)などがあるが､｣蛾 池内岸Fl水和では坂野 (1951)の粥を用いた年齢査定の報L,]tがある

だけである｡躾に上る年齢査定は KENNEDY(Ⅰ970)によって確立され､その採集方法の簡便さから､

北部太平洋の-1タラについて広く川いられてきた｡ところが､妓丘になって LAI et aJ(1987)は､

5つの年齢査定a:を此厳 し､掛 こ上る年齢査定は煉状棚 やJI-Jiなどに比べ､偏りがあることを明らかにし

た｡したがって､]脱 西片日本海の7〆ラの年齢 ･成長については再検討が必要であると考えられる｡

著勤ま1985年と1986年に､湖 左折で日本醐 堆海域の7タラ謁夜を兜施し､既に当お城の7〆ラの

成熟体長と産卵期について報告した(三宅 ･中山 1987)｡ 本研究では､1985年のpolymdalな体長分

布を正規分布成分-分書した括菜をもとに､軌集請査時に行った標識放淀と､1986年に当湖 の汲集物から

操典したマグラのIr石に上る年齢査定の抵児を加え､日本海｣氏諌堆あ妹のてタラの年齢と成技について考鼓

した｡

材 料 と 方 法

漁書h壬とaA放流

1985年1月29日～2月28日と1986年2月4日～3月5日に,日本糾 堆滋味(Flg.1)で､まだらはえ

140● 141' 1421

FLg1 GeographLCalfeaturesoftheMusash.Bank suTYeyarea

純の就換調査船､第38着発九を用い政孝的査を行った｡詞査回数はそれぞれ9回､おJ:び11回であった｡漁

獲したマダラは携漁放流した個体を除き､標準体長(卯)､体胞(9)を測定し､雌排を判別した｡

また､汎獲謁在と同時に適宜､漂藩放流も行った｡標識魚は漁獲した-/〆ラのうちから括ノJの良い個体を

選び､標準体長を測定した後､標藷をマダラの第1背帥前基部に装着して放流した｡既かこは7トキ/ス型

(赤色九札､直径15･E･)を､また席鼓の装着にはナイ｡./製の背骨型′レープを用いfL,
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体長分布の正規分布への分#

Polymodalな体長分和において､それぞれのモ-トに対応する各群が同一年齢群であると仮定した幼合､

同一年齢群の体長分布は正規分布で近似できることから､polym odalな体長分布は､各掛 こ正規分布をあて

はめて分鮭できるOこのとき､分離された正規分布の平均値は､各年齢群の体良の平均とみなすことができ

る｡

本報告では上記の汎獲陶盃で得られた体長分布を､複数の正規分布成分に分離することにより､各年齢群

の平均体長を推定した｡

体長組成は､雌雄を一･緒にしてIcx階級幅で作成 し､これを3点移動平均で平滑化処理しb 雌 を-づ首

にしたのは､雌雄で体長分布 (lct階級幅)のモードがほは一致していたこと (FIE2,3)､また桟敷放流

した個体の性別が不明であった為である｡

体長分布の分取 ま､最小二乗法を用いた BASICプpグラム (赤樹 ･加藤 ユ988)を使用 した｡

25
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年齢の推定

体長分布を分離することにより､各伴 (年齢郡)が F均体長を推定できるが､それらが何歳であるかは決

定できない｡特に漁具の選択性や標本分布の偏 りlJ:どの脚 で､AJ報告の体長分布のように､体長の小さい

方が途切れていると考えられる掛合には､他のカ法で各群に対応する年齢を推定する必要がある｡このとき､

各群は各年齢群に対応すると仮定されているので､体位分布の中で最も小さい群の年齢を推定すれば､他の



20 三宅博哉 ･中山信之

群の年齢も栃次､推定できる.

本研究ではそのために耳石幼片を用い年齢企起した.耳石による-I〆ラの年齢査定は桜井 ･福田(1984)

LAl.iaL(1987)などで信頼性が確認されている｡

年齢査定用の株Jkは,1986年4月に武鵬 城でたらはえ純水雌で弛集され､大きさ別に10前後の銘柄に

選別されて水掬げされた中から､倍も小型の銘柄を仲人Llcc したがって､母典EElを反映したラ/ダム群Jt-

にはなっていない｡
標本は突抜壷に持ち輔り､標準体良.体LTiを測定し､耳石を採取した｡採取した耳石は後の年齢礁定のた

めに水に配して保存した｡

年齢丑左はIkr･広軌片を作成し､耳石の斬面を観察して行った｡耳石の切片作成は劇 卜 如EtF(L984)に恥

じ､耳石をエポキy糾掛こ包埋した徒､屯動力,メ-を用いて耳石の柵 )i向に切断した｡この際､切片が

工f石の中心を含み､揮さが10JEl前後になるように切り出した｡これを水に泣沸し､実体双眼斬徴税を用い

て落射光下で輸蚊を観察しlL 年齢の査定にあたってほ､まず､透明伸を年垢として計数LlLojr-石の抜刀

部が透明帯のものIに 九も含めも そして､この温峡のてタラの産卵盤軌が2月下fiJであることから (三宅

･中山 1987)､3月1日を産生日とし.この拝本の採集時肋 '14月であったので､年令の故をもって瀦年

齢とした｡ i

結 果

漁gFfF)壬およU縛られた休長分布の分■

マダラの孤雛 数は1985年と1986年の調査で､それぞれ1.321尾と).466尾であったcl985年の体位

分科 こは雌 で規則的なモードが､35､43,52､59.57､および73̀力に見られた(Flg.2)｡一方.1986年

の体長分布は42C7-モードが庫端に大きく､他に棚 なモ-ドは見らTLなかった くFlg.3).

Polymodalな体長分布を各正規分布成分に分服するかこは､その体長分布が枚数のモ-ドを持ち､かつそ

れらが明瞭であることが望ましい.そこで､体長分布の分#には,モードの郷駁な1985年の体長分布を用

いた0

本報告で用いた体長分布を分灘するBASLCプF,グラムでは､繰り返し;十井の初珊蓋として､正親分布教

と各正挽分布の平均値､即 偏差､個体数が必野である.ここではFlg.4に示した体長分布のモードの薮10

個を正及分布の救とし､平均掛まモ-ドの体長(階級の中央値)としも また面前と分散はグラフから大ま

かに読み.取った｡

Table1 CaLcu)aled mean lengLhsaLeachage(Mい.agecomT)OSlt10nS(PL
andstandarddevlaLlOnS(SD)

Age I I+l l+2 Ⅰ+3 1+Ll 1+5 ]+6 1+7 1+8 1+9

ML(m)345 441 533 605 673 734 8]0 861 919 976

P(Q/.) 194 272 192 107 43 80 20 51 24 16

SD 278 306 386 252 172 337 166 280 136 285

計井は11回反復し1=後､正'常に終了した｡計算桔集はTabte1､お上びFlg.4に示したように10群に分推

され､それらの平均体長は､345､44ー1,533､605､673､734､810､861､919､および976cmで､

これらの平均体位は体長分布のモードにはは-敢していも また各 の々席恥偏差1113-38cmの樹 にあ

っ払
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∝l706050403020lO0 1985
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STANDARD LENGTH(m)

Flg4 Fluednormalcurvesforthelength-f'equenc)･d▲stnbutIOnSmoothed by
meanmgover3cJasses'n 1985,1nClud】ng taggedcod

得られた各群の平均掛まWalrord の定差図にもよく当てはまり､庫限体長は1646仇と推定された (

Flg.5)0

JJ-1169+0929× J̀+1

(T-0999)

棟馳放,nによる成長JLの推定

1985年と1986年にそれぞれ55､91尾､合計 146尾のマダラを標識放流した｡放流したマダラの大きさは体

長25-58̀Ⅶの範掛こあったO放洗後､1989年までに了軸lほれた-rダラは合計H尾､両年の果肝巧胡掛 ま

それぞれ36､990/oとなった〇両捕時期は3-5月が多く(11尾中10尾)､また再描地鳥は全て武蔵糠海

域およびその周辺に限られた｡放味から再捕までの卿 枇 最良で773日であり､その1尾以外はすべて2年

山内にLp砧1iされたO

(oTl)
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Flg5 Wal†ord's grow日日 ransformat10nofTT)Can length



3̂0長I-25Z山看.20Q'ol5Z'=lOト2 5LLJJ 0 1nCrement.agging.0shipbcLficcod 4(刀 6(氾 BCO

LenatLength ai Length TiTre aL
Year Tagglngdate 'g r∝aptured in cren1,nt llberty

(C ) (cm) (cm) (day)

1986 Feb 8 42 48 6 220

1986 Feb 9 45 56 11 450

1986 Feb 9 39 41 2 48

62 24 773

6) 16 422

1986 Feb2ユ 44 60 16 430

47 2 77

再描報告されたマグラのうち､一触Gtl寺の J長が記糾されていたマダラは全部で7尾あり､その体長範囲は

Jの体長柾B月は38-45cm=あった (Table2)○Fig.6に示し

見られたので､回僻直線を求めた○ (A∠:cm)と､艶過時間(Ad.Lday)との間に線形関係が
×】oー2

この関係式より､38-45C7Rの大きさの-ダラは1年で11.6̀¶成長すると推定できるo

ら九､その後も不透明符と透明帯が交互に ク成されていたoこれらの構造が比較的即】瞭な69尾 (全70尾中)

の年齢を査定した○また､大部分(99%)

ことは産卵期を含む冬Wurllこ透明帯が形成

年齢毎の体雄 荻をTabLe3に示したo

の体長分科 も モードが40-42cpにあり､

これらのマグラの年齢は満2-5歳で､ 年齢の平均体長は2歳から僻次34.9､39.6､42.6､48.9仇.也
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Table3 LengthfrequencleSbyagegroupsbasedontheslructuTeOfotoLlths
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考 察

成 長

体長分布の正規分布成分-の分脈 集を見ると (Fig.4)､各辞の平均体長は345､441､533､605､

673､734､810,861､919､976mであっfL 先にこれらが各年鈴群に対応すると仮定したので､この

場合､解合う平均体長の基が1年間の成良一となる｡つまり平均体長の小さい方から僻次､1年間に96､

92､72､･I5_7EX成長すると推定できる｡ただし､体長分布の左端である分布の平や体長(345cl)

は､漁具の選択性などの影書で､母平均よりも大きく推定している可組 がある｡そうした】舟合､その年齢

群の1年間の成長丘は､96cmよりも洩らか大きくなる.

一方､漂鼓放流預査lこ上り､体長範囲38-45亡■のマ〆ラは1年㈲に日.6cr成長すると推定された｡これ

は分類された辞から推定された成長王 (9-10cT)にほぼ一女している.つまり,捧長分布から分#した年

齢と成長の妥当性は､漂鼓放流で実際に成長した個体に関するデータに上って実証されたといって良い｡

次に､年抜群問の成長の善について考案する｡成長に基があるとすれは､長大の原因は､その年収群の発

生量であろう｡ところが､1986年の43C)モード年齢群は舶 (近似的に生物iとtき換えても良い)

が阜越して多いにも拘らず､そのモードの位tlは1985年とほとんど変わらない｡これは各年の先生Jtの差

が成長に与える紺 の小さいことを示唆している｡このように､この2年分の体長分布を見る限り､年抜群

間の成長の差は監められfrい｡

また､1985年の体長分布の80(1以上で,モードがやや不棚 になっていたが､計井された正規分布の平均

値が walfordの定差回に良く一致していたことなどから､これらを各年脚 の平均値と考えて問題はない｡

年 l事

年齢査定用の標本は､母兼田を反映したラ./ダム標本ではない｡このため標本内の年齢毎の平均体長は､

標本の体長分布の形事を受けて偏っている｡Table3を見ると､年鵜毎の体長範囲が長も広く､かつ個体数
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が多い年掛14鼓である｡ 他の年称 ま体長抱酌 'i袈かったり､個轍 が少ないことなどから､標本内の平

均体長は､母集団の推定値からは相当偏っていると考x,られるoLたがって､4歳の平均体長 (426cm)那

長もその信頼性が高い｡ただし､この平均体長も､年鶴査定用の標本体長分布が40-42cmをモーFとして

いたことから､若干モード上りに伺っていると考えられる｡

F.g,4を見ると､この瀦4萩の平均体長42-6C･に長も近い正泉分布成か ま､平均441mの年齢群であ

るっしたがって､この群の年齢は満4歳と推定され､他の群の年齢も席次､推定できる｡

溝年齢を巌掛こ解釈すると､本報告ではJE生日を3月 =]としていることから､FIg.4で用いた標本は､

1985年の2月1こ漁凄されたものであり､平軸 41cIの年締 ま漁集時点でltiNi4歳に連していない.しかし､

漁菱時点からZE生日までの期間か短いこと､またこの期間には成長が停滞すると考えられることから､軌集

時,軸 ･ら3月】日までの成長をIt='pとして扱い､体長441mを淋4歳の平均体長と考えたD

Bertalanffyの成長式

以上 得られた各年齢の平均体長をBertalanffyの成長式に当てはめた｡漁獲開査の時期が産卵期と一

致したため､L0-0として計井した｡得られた成長舟ま次のとおり｡

LL-164･6×(I-e (1m6L)l ･/

ここで､JHi年齢tのときの休長 (如)を袈す｡Flg,7にこの成長曲線を示した｡また､この式上り求めた

年齢毎の計井体長をTable4に記した｡
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Flg7 GrolVthcurveOrPaclficcod ClrCleslndlCatetheca)culatedmeanJength
ornorma)dIStrlbutionsdlvidedform 1985Length･rrequencydlStrlbuL10n

Tab)C4 Age･grot･p mean)engths(cm)forPacl†lCCodln thenorthernJapanSea

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

A ll7 225 326 420 507 588 663 732 797 858 913 965

8 4689 5699 6708.7302 8049 8999

A C8lucatedusmg】おTtahlFygTqWth equ血10nlnper駅ntStudy
B U臥ngSCdenxdlOd,d血 from S血 0 1951.
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本報告で得られた武最唯海域の79'ラの成長は､隣扱する礼文島海域のlT〆ラ (坂野 】951)より､かな

り成長が遅かった (Table4)｡このことは､南海蝶のマブラは異なる郷 であることを示しているのか

も知れない｡しかし､現時点では､年齢査定法の違いか両桝 の成長の違いの鹿田と考えるのが妥当であろ

う｡つまり本報告では耳石切片を用いたが､坂野(1951)は薪を用いて年舶査定している｡初めに述べたよ

うに､掛こ上る年齢査定は､耳石tL:ど借軒できる他の年齢形質と比較し､偏った結果とfLることが指摘され

ている(LAl.iaJユ987)｡こうしたことから､坂野(1951)は実際よりも若く年齢査定していた可能

性が考えられ､]施 道西岸日本海のマグラの成長は従来考えられていたよりも遅い､と結生される｡
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根室海峡におけるスケ トウダラ産卵群に対する

刺 し網の網 目選択性

第 2報 非選択的調査網の試作とその漁獲試験結果

上 田 善 幸

(北海道立函館水産拭敦鵠)

Mesh selectlVlty Orgillnets ro√ spawners orthe walleye pollock,

TAe,a9raChaZ即9Ta,n,,La,ln the northern waters Ofthe

Ncmuro StraltOfeastern Hokkaldo,Japan.

2･Deslgn Orthe non一meSh-selectlVe glllnets For researches,

and results ofthe experimentaloperations.

YoshlyuklUEDA

Ho比aldoHakodat･PとSh- s̀E叩 - TnentaZSlalLOn.

Hakodat■,HoA･kaldo042.Japa,i

Non･rnesh･setectlVegEllne一SWeredeslgned From theresultsor1985 experlmental

flshlngOPeraLIOnforspawnersolthewalleyepotl∝k TAe,a9TaeiaLcoSTa仇れaln the

northernwatersoftheNerTLUrOStTalL FIYemeshslZeS(48,61.77.97,122mm.aratlO

olI26geometrlCaJprogress]on)Wereselected lnOrdertoequallZeCOmPOSttereEat=/e

efElClenCleS (±20%)forthewalLeyepoH∝k rangedrrorn25Lo65cm ln body EengLh

ThecomposlterelanveefflClenCleSCOuld notbc equallZed, becausemostrlShwere

caughtbyupperJaw and few small-sIZedfishweretakenforthesmallsIZemeshes

suchas48.61mm Therefore.theseglHneLSdldnotworkforJIOn.mesh-selectlVeglllnets

Few rlShsmallerthan34cm lnbody Lengthweretaken】nsplteOfuslng48.61mm

meshsIZeS MoreoyeT,thecorrected bodylengLhcornposltlOnSupportaSaTnereSuLt

Therefore.theseresultssuggestthatthesmallsIZeWalleyepo‖ockdld riotlmmlgrale

lnSPaWnlnggroundsoltheydldnotcoexIStWlthspawnersln theNemuroSLralL

緒 言

漁場Iこ来遊していろ魚の組成を漁集の偏りを排除して正しく把捉することは､柿 研究を行う上で基本的

かつ重要なことである｡前線 (上田 1991)では､収量海峡北部水域-産卵のために来着するスケトウダラ

に対し､5使節(73､79､88､97､109∫■)のB合の刺し網に1る漁獲訳険を行い網目選択性曲線を求めIL'
さらに目合の選択性を排除した体長組成を推定した,しかし,使用した5億日合の合成相対的効率は一定に

ならず､非選択的な掬査網とはなっていなか.･'払 また､長も′卜さい73X咽 合の網を使用しても､小型個体

の来遊の有無については確認できなかった｡ここでは､El合の公比を変えf=ときの各々のEI合の合成相対的

報文番号 A184 (1991年 日月6E]受理)
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効率がはば一定で､しかも体長抑 以下の′J､型個体が採集可能な非選択的碑査網を試作し､漁農試鼓を行っ

た培巣を検討した｡

この調査は水産庁のj施 道周辺スケトウダラ新規加入丑資源調査の一環として､北海道区水産研究所並び
に北蔵丘立水産稚 鶴の多くの方々の協力のもとに行われた｡また､この報告をまとめるにあたり､1980年

当初からこの調査に参加された方々に多くのご指尋､ご協力をいただいた｡ここに深く感謝の意を蓑するC

標本の採集お1び珊定年にご便宜､ご協力いただいた羅臼軌業協同組合､並びに羅臼町役場の阻床各位にむ

からお礼申しあげる｡

材 料 と 方 法

非選択的脚 の設計にあたっては､日合とその選択性曲線の長老体長h.上び標碑偏差との間には､一定

の比率が存在し､合成された選択性曲線を平坦なものに近づけるためには､それぞれの目合が串比級数をlL:

ナという石田ら G966)の報告に従っ払 百合のlつに当集船の多くが使用しているg7T相 合が含まれるよ

うにし､前報で求めた1985年3月158の選択性曲線をもとに､いくつかの公比の自合配列を井出し､それら

を合成した選択性曲竣を平坦_なものに近づける1うにした｡その結果､公比126の48､61､77､97､122■Jl

の5題目合の網を用いると､体長25-･づ5aの範囲では合成相対的執事のJE高と点低が±02の範掛こおさま

った (Flg.1)｡三毛作した棚 は､近年当業船での使用が多くなってきた7′レナ フィラノ/トを用い､I

反の網の長さは浮子方が仕立て上がり長で448tn､沈子方が412机で掃掛 i各 5々9%と54%とLlL また､

網糸はすべて35号糸を用い､掛目数はEl合48､61､77､97､122Jdでそれぞれ368､286､227､180,

143とLb 〉-′
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âI)e
la
tl
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山l Jl1 71 97 I22

15 2t) 25 38 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80

Bodylength(cF･)

FJg 1Non-JTnShselectLYltyCurveseSLLCnLedfromresultsor1985 expenr稚ntal

払hingopenmOnandcomposite SelectlYltyCurveOfrlVe ZneShsl託 gi山一ets

(48.61,77,97.122JrT)rorwaueyepou∝k_

駄作した鞘査網を用いて､1987年2月18日に羅臼沖の中の意,水深約450叫こ各El合2反すっ合計10反の

網を吸殻して､軌麓訳敦を行った｡網の海中敢設時間は刺し網漁船の一枚的な捜策と同様に車切4時間とした｡

漂耕土El合別に標準体長 (単位仇.以下体長と称す)と桐尉 (執如 ､測定部位は第1背旦那了滞召,脚 から体

長軸に対して直角の方向にとった)を採集個体の半数を目途に測定し､妓りについては目合別に個体数を汁

放しも また､翌月の3月10日に同様の棚 を用いた漁獲経 を行い､得られた標本の上顎後端部位の周

長を測定Lた (単位C').網目選択性曲線 (以下､曲線と称す)の推定は､反復法として代表的な石田O962)
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に従っfL 各体長賠級の採集個体数には ICnj8位で階級分けした2体長階BUL.lの捗肋平均値を用いた○

結 果

1 漁獲物のB合別件長粒成

漁獲試験で得られた標本の体長組成をEl合別にTablelに示しIL,採集個体数は総計で4.421個体で､点

も探知 ;多かったのIiTTTJrEI合の1.210個体､次に多かったのがg7hlmEl合の1.036個体で､以下61Hz･El合が

959個体､122.JrEl合が610個体､4BRJIEE合では606個体であっIL,すなわち77..日合とのEl合長基が大き

くなるにしたがって採集個休故は少なく､48xtEl合ではTTJTEl合の採典個体数の約半数とな.>た｡.測定し

た標本の体長組成をFlg.2に示しlLh48Jr相 合の体長組成では41cm台にモードがあり､平均拝具は40Bmで

あった,61■LE合ではLBJL日合1り大きい体長のC7R台にモードがあり､平均体長は42細 であった｡また両

日合ともモ-｢の左Olに長く裾を引く範虞を示した｡77■■目合の粥では捧長仙 台にモードがあり,平均体

Table1 NumberorwaueyePOu∝kper2gilhetscaughtwlthfiyeロ℃ShsJEeSOn

FebnJaJY 18,Ⅰ987 in northem watersOfNemuroSbⅦt

A NooffISh examlned a NoofflShcaught

R fbodl Meshsize(■Jf) 】 Tola177 97 122

CWL t A IB A I B A L B A I B A IB A IR
<30 2 .2 1 2 000 00 0 3 4
30- l l 2 5 0- 0 0000 3 6
31- 4 4 1 2 0000ー2 6 8
32- 3 3 ら ll 0 01 3 00 9 17
33- 9 9 4 9 00000013 18
34- 20 20 2 5 3 7 002 4 27 36
35- 22 22 5 11 4 10 0 0 3 6 34 49
36- 40 41 6 14 10 25 D O2 4 58 83
37- 25 26 】3 29 30 74 004 8 72 137
38- 43 44 10 23 63 156 1 3 10 19 127 244
39- 56 57 18 4Ⅰ 91 225 11 29 12 23 188 375

40- 51 520 43 97 92 227 24 63 29 56 239 496

4142- 8 8273 75 30 11344 100 73 18049 121 49 12957 150 l9 3743 83 .271 541266 528
43- 62 63 64 145 26 64 65 171 29 56 246 499
Ll4- 40 41 49 111 14 35 64 168 31 60 198 415
'45- 27 28 44 100 13 32 55 145 28 54 167 358

46- 16 16 37 84 5 127 26 68 22 43 106 223

4748-49- 5 53 3 15 344 9 36 153 7 ー8 478 2Ⅰ 15 2910 19 56 1233Ⅰ 67
50- l l6 6 6 141 2 】 2 8 213 8 7 146 12 25 5717 30

51-52- ll00000000003 81 3 9 176 12 13 267 14

53-｢4- 002 000 1 27 008 15 9 18

a55- 2ll 000 30000003 64 8 8 155 9

56-｢7- 000 00000003 6 3 6
358- 000000000000001 22 4 1 22 4
59- 000000000000
60- 0000oO001 2 1 2
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長は40Bcれてづ1■場 合と比較してモードは小さいものとなっb 97Jl場 合になるとそ-ドは43m台となり､

平均体長も439cmとTTLJ目合よりも大きい値となっ㍍ 77JrTと97W日合の体長組成は48和や6lJrJlEl合の体長
組成とは異なりモードの右側に長く裾を引いた0122JrEl合ではgTTrEl合より小さい42cm台にそ-ドを持つ

がモードの右側に長く裾を引く組成を示し､平均体長は5億日合のうち長も大きい449cnとなっIL,各日合

の組成の広がりを標準偏差の値でみると､g7JX日合が25C7Rと最も小さく､9711日合1り小さい日合になる

にしたがって標準偏差の値は大きくなり48T+El合では37C7Aとなった｡ また､122nEl合の標準偏差は長も

大きい52C7Aを示した｡
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Flg 2 BdylenがIfrequencyd】5tnbutlOnSofwalleyepo11∝kcaughtwlth EIYerrX'Sh

sLZegiunetsonFebnlary I8,19871nthenorthem water.sortheNemuroStralt
N NumberofflShexanued,JLAverageb∝lylength.C To血lnllmberof

rJShcaught,O StaJ-darddeylatlO｡Orb∝lylength

2 i葺択性曲坤の推定

試作した調査網が実際に調査海域のスケトウダラに対して非選択的に作用していたかどうかについて褒討

するために､漁獲粕 の結果から選択性曲線を求めた｡ しかし､上述した1うに得られた各月合の体長姐既

は､目合に比例していfL:いため､石田 (1962)の前根を満足していないOそのため5種目合すべての相対

的雑事をうまく-曲線上に7'F,ットすることができIEかっTL そこで,比較的比例関操が成り立っていると

思われる日食48JJrと61■Jrの組合せおJ:びEl合77Jyと97J■の組合せに9･けて曲線を求め7㌧,目合48rTと6lrJ

の組合せで用いた体長の範囲は34-49cmで､選択性曲線をFtg.3に示しfL 目合77相と97TTの組合せで用し､
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た体長の範四は38-47C7nで､選択性曲線をFlg.4に示した｡目合77相と97"の組合せから求めた曲線は､ほ

ほ左右対象の正規曲鰍こ近い形を示し､77AMEl合では最適体長が378mとなり､相対的効率が5Cryoに減少す

る体長間の差は87C7nとなった.97Rr場 合になると最適体長は476cmとなり相対的効率が50%に戚少する体

長問の差は110cnといずれも目合が大きくなるに従い大きな値を示し､その比は公比に一致しlL'また･最

適体長と日合の比K値は491となった｡これら曲線の位瓦や形状を示す値は､前報で求めlJ985年3月およ

cq986年 1月の稚 結果とほほ同様の値を示し払 これに対して､日合48･･と6lhrh'の組合せから求めた曲線

の最適体長は,48柑日合竹i374仇.61･r･r日合では476cmとなり､それぞれ77RrJr日合J印7柑E]合の最適体長

と近い値を示した｡また､曲線は最適体長の左側で焼きが級やかな形状を示した｡相対的効率が5Cryoに減少

する体長間の蓋は､48付目合では1I6cm,61R相 合では148cmと77.al百合や97.相 合と比較して大きな値と

なり､K値も780と大きな値を示しも
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LhebcdylengthfromwhlChthecurveor77jTXtrcshsizeWaseStlⅡ且bd

次に､77mEl合の曲線を用いて､前報と同様の方法により､目合の選択性を排除した体長組成を推定した

(Flg5)o推定した体長組成は､体長範Eflが34-5lc7L.モー佃',4lc7R台で右帥こ長く裾を引いた,この組
成の範囲やモードは前回報告した1985年3月や1986年1月の選択性をe仮 した体長組成とほほ一致した8
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3.篠本の休長-XI周開床

漁獲試験で得られたスケトウダラは､El合の大きさに1り､鰍こかかる部位が異なっb El合77､97xrC･
ほほは鮒 同周付近で網に刺さる個体が多いが､48.6lJrJl日合の網には､上顎後端から岨着骨後端までの間

にかかる個体が多く､なかでも上顎後端部で推網して操典された個体が多かっlL,ただし､上顎後端部で雄

網している個体は最大胴鮒寸近で採集された個体pこ比べ脱話しやすい状態にあっし 1987年2月18日の政経

試鼓で得られた標本の嗣周と翌3月10日の漁獲紬 で得られた原本の上顎後端部位の周長を体長との関係に

上る回帰直線で示した (FIE.6)｡測定した胴I,司は124cmから336cmの範跡こあり､求めたE)頒直線から採

集の長も多かった体長41C71台の胴周は約18仇となっ払 上顎後端部位の周長は､82-146aの範囲にあり,

長も多く渓集された件長41cn台の上顎後婚部位の周長は約12cTRとなった｡また､体長の増大にともなう上顎

後罵周長の増加AI親 局の稚加Jに比Jq､さかっ払

Bodylength(亡¢)

FIE6 Re血10nShlPbetweenbodylength.nearlymaximumglhhiuldgirthofm)uth
rearedgeorwalIeyepouock upperllne nearlyrrm mumgirth,lowerlme

girthormouth rearedge_
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考 案

当初検討していた非選択的謁査網での漁獲は､長も小さい日割8.-でおよそ体長20･づOmの個体を対象と

し.長者体長が256cVLとなる上うにLfL.日合61■･Fの網では体長2510mの個体を対象とし､長音体長ち

320cTlとIrる上うにし､El合77､97､122即 の鰍こついても長者体長はそれぞれ406､508､640mとなる

予測のもとに試作した｡しかし､ 実質に漁獲試験を行った結果.48け自合の麓本体長組成のモードは､77

日合の標本体長組成のモード1りも大きく､平均体長も77JrLEl合に近い値を示し13 日合61JrJIの標本体長組

成になるとモードや平均体長は､77■相 合のそれと比較してさらに大きい値を示した｡その結果､推定した

48-xと61■.E]合の曲線の最適体長はそれぞれ374m.476mとなり､当初検討した鮭よりもそれぞれ10C7n以

上も大きい値となっ払 上って､推定した各日合の絶対的効率の合成値は一定lこならず､試作した沸査網は

非選択的には作用していなかっ払 これは､今回試作した48､61･Jのような小さい目合の網では､前述した

上うに来遊魚の多くを脚 周より前方の上顎後端部付近で採集していたことに上るものと考えられる｡事

実､翌月の漁産経 で得られた値ではあるが,長も採集の多かった体長41Cn台の上顎後端部周長は約1207Rで

あり､61■Jl日合の約日周長122JtJrと近い値とfEっている｡また､48､61肘目合から推定したK値は780と大

きな値を示し､見かけ上非常に細長い体型の軌を漁獲していたことになっており､A大胴周上り前方で漁獲

されていf=結果と一女する｡これらの結果は逆に､この時朋､調査海域へほ体長2(ト30C7Rの小型のスケトウ
ダラはほとんど来遊していなかったか､または産卵群とは混在していなか･?f=ことを示l変しているO

標本の体長乱庇は､実際のポt=-ユL,-/,ソの体長組成に称する曲線の位鑑と広がりに1って決定される｡

今回得られた48JIJ,61■JE]合の標本の体長組成は､モードの左側に長く嵩を引き､選択性曲線も左OIでの佼

さが嬢やかな形状を示した,これは､48JJ､61.-E]合に上る漁獲の多くは上顎後端部付近で行われるが､体

長の小さい個体が少数ではあるが上顎後端と長大胴周長との間まで刺さり込み採集されたことによるものと

考えられる｡また､77叫 974■目合の網で得られた標本の体長組成は右帥こ長く帯を引く体長凪成を示し､

選択性曲線も右側に据を引く形状を示した｡これ1177■J,97JLJlEl合での帯本体長組成が､選択性を排除した

体長組成を反映したことと､77■.El合の網でIi丘毒体長が選択性を排除した体長組成のモード1り左側に位

直していたことに上り､由操の右側で大型個体が多く漁集されたことに上るものと考えられる (Flg.5).

これらの現か i.柑こ484日合と77■丁目合で額著であった｡ベニザケでは性成熟の進行にともない､小さい

El合の網に大きい魚が吻部を絡めて羅網し､その結果曲線の･t-ドの左側の慎斜が緩やかであったことを示

している (石田ら1980)｡今回の結果は､この現象がさらに朗著になって現れ､来遊魚の最大胴周に比較し

て非常に小さい自合周長の網を使用したため､羅網部位が変わり曲線の形状が変化しただけでなく､曲旗の

位dEまでが大きく移動した勺
選択性を納簸した体長鼠成は前回報告した結果と合七せると1985､1986､1987年とも粗査時肌 調査漁具

を変えて行った地象試験から縛られたにもかかわらずはぼ同様であった｡また､前報では選択性を排除した

休長組成が､選択性が少ないと思われるはえ跡 こよる軌獲物の体長組成とも原似していることを示しも さ

らに､12月～翌年3月Fこ粥査海域に来遊するスケトウダラは産卵を呂的とし､その柵 体長は雌姓でやや異

なるがほほ34-36m (Yoshtda1989)であることから､来遊魚の多くは体長34-736Cln以上であると考られ､

この値も選択性を臓 した休長組成の下限とほほ同様であっlb 上って,拘査海掛 こ産卵のため来遊するス

ケトウダラの実際の体長軌かま､刺し網の選択性を鯛簸した捧長組成とほほ一女し､その体長秘 はほは34

-55mで41Cれ台にモ-ト̀があり､モードの右側に長く裾を引く形状であると考えられる｡しかもその休長組

成は､少fLくとも1985年からの3年間には大きな差は見られなかった｡これらのことからもこの時朋､謁査

海域への体長朗C7n未満のスケトウダラの来遊は僅めて少ないか､または産卵群とは混在していなかったもの

と考えちTLる｡高倉 ()954)は､岩内持てやl辞探知繊によりスケトウダラ産卵群の生僧調査を行っており､

その中で低齢魚は比較的浅いところに密典して滞状辞をなし､産卵群とは分渡していたことを報告している
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が､この現象が確認された事例は少ない(]捷日979)という報告もある｡今回の掃査結果から､漁葛餅 に

産卵のため来遊するスケトウダラを非選択的に軌菱するためには､史も換.集効率の掛 ･と思わ九る85■■前後

のEI合を中心に7lTJ.102相の3凍原の目合 (公比約12)を使用することに1り､稚 魚のほとんどの体

長範閲をカバーすることが可能であると考えられる.ただし､成棚 の進行や放卵等により胴周の変化が

予想されるため､産卵群を対象とした蝦密な非選択的踊棚 を設汁ナることは困難であると思われるO

要 約

前報で求めた1985年3月15日の選択性曲線を基にして､牧童海峡に産卵のため瑚 するスケトウダラに対

する非選択的飼主網を訳作し､1987年2月18日に等日沖の中の瀬､水深約450mで実掛こ漁獲紬 を行った

鼓果､以下の知見を得た8

1 試作した鞘査網は､公比126の48､6L77､97､122打の5康巨合を用いることに1り､体長25-も5

cmまでの樹 では合成相対的効等の長話と最低が±0.2の範囲におさまり､非選択的に作用することが期待

された｡

2_得られた各日合の体長組成IiEl合に比例していなかったため､48､61■Jr目合の組合せと77,97JJ目合

の組合せlこ分けて選択性曲線を求めも 77､97JJ日合の組合せから求めた曲線は､長講体長がそTLぞ九378

cm､476C7nのほほ左右対象の正規曲線に近い形を示し､K値は491となっ払 48､6lFJ日合の鼠合せから求

めた曲線の長講体長は､374C机と476cmとなり､最適体長の左側で併さか漣やかな形状を示し､K値は780

と大きな値を示した｡

3 推定した各日合の相対的効率の合成値は一定にならず､試作した調査鰍 ま非遵尺的には作用していな

かっも これは48､61柵のような小さい日食の網では羅網部位が捗勤し､来遊魚の多くを最大胴FElより手前

の上顎後端部付近で採集していたことが原因と考えられる｡

4 48､61JrJlの1うな小さい目合の網を用いたにもかかわらず､体長34cn未済の個休の採射 土少なく､荘

網部位がずれたことや選択性を排除した体長組成の推定結果から､この時朋､詩査海域-は体長34のl未満の

スケトウタ'ラの来遊は鐘めて少ないカヽ または産卵群とは混在していなかったものと考えられる｡

5 枚重海峡に産卵のため来遊するスケトウタラを非選択的lこ漁差するためには､85JT前後の日合を中心

に7ltへ 102LJの36L双の目舎 (公比的12)を使用することに上り､Iまとんどの体長範囲をカJ{-するこ

とが可能であると考えられる｡
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サ ロマ湖における垂下養成ホタテガイの摂餌量

鹿 田 護'･ 千 川 裕 ･西 浜 蛙 二
(北海道立網走水産課簸堵)

Feedlng rate Of the Japanese scallop Pat-opeceen yessoensLS

ln Suspended cages ln Lagoon Saroma*o

Mamoru KURATA, HlrOShlHOSHIKAWA

and YuJl NISHIHAMA

HokkaLdDA血甘ん r･FtJ･̂- eSEzpcrH,LerLLaLStaL川n

JtbaJrilTL,HokhL血 099-31,Japa,i

ThereedlngratesOr0-2･year･oldscallopsculturedlnLagoonSaroma･ko.Hokkaldo.

weredetermmed byan lndlreCtmelhod 日eedlng-growth+resptratlOn+excreLIOn)and
dtTeCtmethod (Feedtng-rd xrlLtratl011) Growth.excret10n.and rood wereexpressed

ascarbon quan一lty Thefeedlng ratesOf1-year-oldscauopsIncreasedalmostLlnearely

from MaytoSepterTlberwILh rlS川g Water temperatureand growth.reachlngannual

maxlmum 106TTlgCIday/IndlY ln September Theysubsequentlydecreased ･川hdrop tn

watertemperaturetOan annualrnlnlmum 9mgC/day/lndlV ln March Seasona一changes
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/day/lndlY ln October

まえが さ

サロマ執王将約200mの現務ロとqJ約50tnの第二糊口女色てオホーツク海に附いている半相 和 の海水

湖である｡半開穎和 では･+.タテガイの浮遊幼生の密度が高く維持されるため､サp7秒 工天然採苗の萌と

して重要である｡サp†湖の面静 ま152kdであり､そのほほ半分の区掛こホタテガイ細 腕 0 が

致せされている｡それらの施設を用いて､ホタテガイの天俵臨苗､中間育成､本集成が行われている｡この

改年の捷苗生産故は､垂下兼成 (本養成)用が5,000万個体/年であり､*ホ-ツタ海沿岸域のホタテガイ

漁場-の放流用が5惟～6億個体/年である｡汝流用唖首は5月 (溝1齢)にそのほとんt'が外海汲掛こ放

流されるが､垂下頚成用練斉は2齢の夏ないし秋まで湖内で継続して垂下♯成され､出荷される｡

サF'†湖における垂下溢成ホタテガイの生産は1966年に始まった一生定一は頼嗣に増大しつづ叶､1979年

報文番号 A185(1991年 11月 6日受理)

' 現北海退立両虎水産王頓 壌室蘭支切 (M｡roranB相,.ch,H｡kkaユdoHakmi LB F,5henes
Experir陀ntLLIStbtIOn MuroraLl,Hokk山do051.Japan )

Jk.現]施 足立戯培汲茶鷹合センター (HokhJdoTnsDtuteOrMLLnCulture Shihbe.HokkAldo
O4卜 14,Lhpa爪)

'■■現北海道正中欠水産稚 嘆 くHokkAJdoCenhLBIFLSherleSExpenrTVnLAIS也LIOn YoIChl.
Hokkaldo046.血p山1_)
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には最高8.600ト/に適した,1981-1984年に垂下頚成 2齢月の大丑托死が起き､生産量は一時､3,700ト

ノにまで減少したが､その後回復して､1988-1990年の平均生考量は6.700ト/であった｡

このように､サF,7湖はホタテガイ米穀漁場として高度に利用されてきたので､漁業者は湖内での轟魅適

正量について強し湖心を払ってきた｡それゆえ､1974-1976年と､第二湖口完成 0978年)後の198(ト1982

年f=ホタテガイ蜘 許容量調査し2)が実施され､調査結果に基づいて秦殖数量が規制されてきち しかし､

患沌許容豊調査の基焚資料の一つとなる摂餌丑について､サロマ湖における調査資料がなかったので､過去

2回の朔 己では隆興湾における垂下蕉成ホタテガイの同化効率等3)の資料が用いられてき払 1987-198辞

にす.'7湖の漁場利用のあり方を再検討するための養殖許容量調査が実施されることになり､現場硬貨条件

下における垂下兎成ホタテガイの摂所長を掬べる練合を得IL,

舶 食性の月の摂飼主を求める方法として､間接法と直接法がある｡間感泣は貝の成長見 (例えは'lか月

当たり)､呼吸量､および排世丑から､具が摂餌したであろう有機物丘を推定する方法 (摂餌-戒長+呼吸

+排慨 である4).これに対し､直距 は貝の硬水丑と海水中に含まれている､餌となりうる棚 地 との

倍として､舶 塩 を求める方法である5)〇本研究ではサp-湖産垂下麓成ホタテガイを材料として､成長鼠

呼吸丑､及び粗珪酸法にJ:る建水畳等を測定し､間接法と直接法の両方による摂餌畳の季節変化についての

知見を得たので報告する0

本研究はサロ7湖考殖漁業協同組合の依薪によるものであり､研究の遂行にあたっては同組合の加藤並居

氏､藤芳簸裕氏､並びに網走中瓢地区水産技術普及指導所の吉田孝夫.栓EEE洋､石崎硲2,の諸氏の全面的

な支援をいただいた｡また､酸窯消費主の測定のために､揚水施設を貨用させていただいた網走漁業協同組

合に感謝申し上げるo謁査方法の指針についてご特車いただいた北海道大学水産学部富士 昭名著教授に､

また泡珪酸の分析方法をご指導いただいた東京水産大学鎌谷明書教授に深排申し上げる｡

材 料 と方 法

講査地点と期間

武臣期間は1987年5月から1988年6月までであるO拭敦を実施した場所は､サロマ湖中央部のSt.22(北
緯44度0777分､東経 143度5】87分､水深187花)である (図 1)｡ただし､試鼓項目のうち､酸素消費量

の訳陰は網走市_q滞漁港の親水施設で曳施された｡

1 45.N +

現.,WE)､.J1..--,---1､■-,-ヽ

ー40̀E ー45一∈+二tAE322 .ノ ′.上巧三l;<J'L,',.

包1 鵠査点の位t

破線は尭魅施設区域を示す｡
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サロマ湖は12月から結氷しはじめ､4月に解氷する.そのため12月中旬から1月の間､及び3月下旬から

4月中旬までの間は､氷の状態が軟弱なので､調査地点に行くことが四部である｡2-3月には氷の厚さが

50cmPこなり､氷上通行が可能にli:るので､氷に穴を開けて調査した｡冬季にも潜水によって予め垂下曳或し

ていた貝を採取した ,

珊境条件の測定

水温 ･塩分の測定には結氷期を除いてメモリ-式STD(アレック社製)を用いたoクロロフィルa星の測
定は吸光法によったoなお､SI.22における本調査期間を含む海洋条件の季節変化については別に報告され

ている6)o

供託貝の垂下兼成

1987年5月8日に､サロて湖で垂下糞成されていたホタテガイ (1齢月および2齢見)を選別した後､翌

年6月までの必要数をSt.22の深度3Tnに再び垂下養成した｡ l齢只の場合は､/｣ ルネット(目合7j叫

6段)に段当たり15個体の密度で､2齢貝の場合は､九確 (目合16WA.5段)に段当たり10個体の密度で収

容した｡

1987年7月22日に貝の付着物を除去し､異常月を取り除き､新しい龍に入れ替え､段当たりの貝の収容密度

i,､1船員でナ110個体､2齢貝では7個体に減らした｡さらに､1987年10月5日に貝を新しい龍に入れ替え

氏,1齢貝の場合にはバールネ,トから九穂に香えlLL,1齢貝及び2齢貝の収容密度を､それぞれ8個体及

び6個体にした｡

1987年9月7日に､付着椎貝 (0齢貝)をザ7トン龍に100個体/稲の密度で収容し､同様に垂下義成し

た｡この収容密度は放流用種苗生産の場合と同じであるoサロマ湖では放流用と養殖用種苗の中間育成が行

われているが､前者の種苗生産数が後者より10倍ほど多いので､前者の収容雷度に準じた｡

1987年12月4日に､氷下越冬のため､貝の垂下深度が6T,Lになるように幹綱を沈下Lb 結氷時に地点の確

認を容易にするため､湖面が結氷する前に､供試貝の垂下位置を陸上の2点から測量しておいた.7LLお､サ

I-7湖では本養成2齢貝の出荷は11月までなので､2齢具の試験は12月て終了した.

1988年4月26Elに斡綱を浮上させ､貝の垂下深度が再び3mに7LLるようにした｡また､貝殻上の付着生物

を落とし､異常貝を取り除き､新しい静こ入れ替えた｡この時､0齢貝及びl齢貝の収容密度をバ-ルネッ

ト当たり､それぞれ15及び10個体にした｡

成長圭の測定

1987年 5月から1988年6月まで､毎月上旬に 1臥 1齢貝を20個体､9月からは､さらに0齢貝を60個体

採取した,2船具については､1987年5月から12月まで毎月20個体を採取した｡実験室に持ち帰り､1個体

ごとに殻高と湿重量を測定した後､殻､貝柱､生殖巣､およびその他の軟体部に分けて､80℃で48時間乾燥

し､重畳を測定した｡ただし､0齢貝の場合には殻と軟休部にだけ分けた｡

乾燥定量を測定した後,粉砕器 (退星型ボールミルP15製､容器/ンタ-ドコラノダム500､7リyチ

ェ社製)を用いて粉砕した｡この場合､筑料が粉砕容器の内容税の1//3を占めるように各部位ご'tに数個

体を一一緒にLt.i,粉砕筑料の炭素量をCNコーj{- (柳本MT600型､オートサノブラ-付き)で測定した｡

この結果から各部位の炭素含有率 (含有炭素盃丑/検体重畳)を求め､これを乾燥重量に乗じて 1個体

ごとに各部位の炭素量に換算し､これらの値を合計 して､ホタテガイl個体の炭粟立を求めたo 次に､

調査日ごとに各年齢の平均含有炭素量を求め､ 前回の調査日との差を経過日数で割り､ 各月ごとの成長量

(野C/日)を算出した｡なk,･､内面着色の貝や重症の欠刻貝を試料から除いも

酸素消焚Jtの測定

内面に気泡が付宕するのを防く･ため､予め海水で洗ったどこ-ル袋 (78×4W に､貝と海水を入れ､水

中で空気を除去して密封した｡袋には底面が平たくなるように､また袋が沈むように､ステンレス製の頭を

袋内に入れ7LL｡jl:ソ71で揚水した海水をかけ流している1ト/水槽 (場所 薄暗い都塵)に袋を入れ､教時
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間静圧後の袋内の棚 の変化をDO′-クー (YSI社製58型)を用いて測定した｡試換終了時に海水

の歪を計っ払

訳換終了時の良崇車和度か低くなりすきない葡匹で､かつ良宗Btの変化が大きくなるように､只の個体故､

海水の免､お上び申荘時間を謁蔀しわ 珠 に収容した0齢見,1齢貝､及び2齢貝の個体敬は､それ{'九

5-10､1-4､及び1個体であった｡海水の農拙まほ8-20eであっ/も 静監時間は1-4時間であっfL

託換開始時刻は1卜】3時の間であった一また､各訳簸時に対凧亘として貝を収容しない袋を設けたが､試験

開始時と終了時の成果免の差は捷めて小さかったので､補正は不必要であっfL,

2､3月には揚水施設を放用できなかったので､サp7湖のSl.22で試験を実施しtL O如月及び1齢只

の収容個体真如1､それぞれ5及び1個体/どこ-ル袋であった｡2El間収容し､ウイ･/クラー法で溶存酸素

生の変化を測定した｡

試験中の放棄飽和度が低くならないようにするためには､海水の丑を多くしなけ九はならない｡しかし､

今回採用した方法ではビニール袋の容丑が･限られるので､水温が高い時期や､大きな貝の場合には､24時間

の試崇を実施できない｡そこで,車乗消'JeJtのEI周変化に関するat敦を別に実施し､昼間の叡時間の沸定値
から24時間当りの成果消費丑を推定するための､徹 fを次式に1って求めた｡
R-rxtX24

尺:1日当たりの酸素消焚丑､ r 星間の 1時r;JIl当たりの軟禁粥才量

貝が海水中から取り込む願寮は､只体内に普GFされている有放物を鰍 ヒして､代謝-ネル+'-に変えるた

めに使われる｡この時､酸化される有様脚 か相 乗消費丑に0375を乗じたJtrこ相当する7)｡ この呼吸相

当炭粟圭を間凄法に上る摂餌王の計井のために用いた｡

排,世tのlq定

プラ/クトンネット(径50cm､長さ100仇.布地NXX13､捌口部面併1963d)の開口部の上部に嗣報(九
純のl段)を接続したものを試験沌としも 0齢貝の場合には､網和の代わりにJl-ルネットを用いた,こ

の場合のプラ/クト'/不ットの口径は38C7TLである｡ブランクト/ネットの下部の7イ7一女透明プラスチッ

ク製の衝 (径26■J.長さ100JrJ)に取り替え､ゴムチューブを付けてビンチコックで開閉できるようにした｡

訳魚用rこ養成していた具を､潜水作業によって､空中露出することなく試写臭ftに移し替え､同じ幹鞠の他

の場所 (供乱Rを糞成している場所から10-20れ良､焦れている)の深度3叫こ再び設定した｡月忍への付

着物が多い場合には､次回の梅 見の意表面を1-2週間前に予め掃除しておいIL 8個の訊換書tのうち､

2札を貝を収容しない対照区とし､盛りの各3個を1齢貝及び2ia月用とした｡10月からほ､さらに0齢具

用に5札 (2札 対照区)を増やした｡兵の成長と季節に1ってfL当たりの供読点の個体数を変えた｡例え

は､0齢且の場合､軟に11はYt'100個体を収容したが､徐々に叔らして4月には20個体を収容した｡ L船具

の場合には､5月に20個体であったが､12--3月には5-8個体に､2齢尺の場合には5月に10個体であっ

たが､8月1娘 7僧体/朴こ減らした｡

時化の場合を除き､24時間 (2,3月には2日)後に試簸穂を回収し､プラ/クト/ネットの下部に溜

った洗浄物を200JZスチロール管瓶に採取した｡扶取した沈澱物を直ちに保冷箱に入れ,実験室に持ち帰っ
払 遠心分水按を用いて上澄みの海水をJdZ&-留水に置き替えることに上って脱塩姐理した後､秤見瓶に移し､

60℃で佐見にlJ:るまで乾放し､沈澱物の乾燥虎魚を測定しtL この試料の一部を用いて､CNコーダーに上
って炭崇含有率を的一くね これらから､1日1個体当たりの誹壮物の乾燥重点と炭素量を求めIlb

rJT捷法による横切tの計Jl

年齢別lEl当たりの且の戒長Jt､呼吸具､及び排港丑を炭寮生で表し､ これらから次式に1って摂餌量

(JgC/El/個体)を求めfL この切合,巣兼がないと仮定Lb

脚 -成長+呼吸+排泄

また､同化効率を次式に上って求めlb
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同化劾宰- (成長+呼吸)/横柄

堺;世物中の額珪ilの湘定

沈濃物回収ネット中の沈瀬物を乳鉢で十分に瀞砕した後､アルミ箔で包み､デyケーターに保存した｡後

日､沈汝物約25吋と50/.炭酸ナトリウム40JrEを50■碓 沈管 (ポt)カ-Tl';ネイト製)中で100℃で100分TTF'l､

加水分解し､放冷後､独 快 洋5a)で溶液を碓過しtL al液の阻珪鰍 をモリブデン耕 法8)にlって
求めfL}

海水中の粗珪鞍のaLJ定

St.22の深度3ntから採水し､プラノクトノネ,ト(目合300/▲rn)で大きな粒子を除去した海水25-

30eをノ/プラ/フィルター (GeLmanDM800､径47■れ孔径08/lm)で水流ポンプを用いて吸引Gl

過しIL,鵡過後､沌紙を冷凍保存した｡後日､10Jr′過ご沈管 (･iiリカー:rTネイト妙 を用いて前項とほは同様

の方法で12当たりの且珪願主を求めた｡
海水中の粒状有8L凍兼の洲定

同じく採水した海水50JrEをプラ/クト-/ネット(目合300JLm)で大きな粒子を除去した後,Soo℃1時

r.,T虹埋したガラス継 続 (WhatmanGF/C､圧25JT)で水洗ポソプを用いて吸引猛追LlL 沌過の食

後に.5%脚 液10J'Eで脱塩洗浄凪理をし､Zt続を120℃匝温箸に入れ 雌 を錐先させた｡鮭漁後､漣
紙をデ/ケーク一に床存Lb 後日､過他 力])ウムに上る湿式感化法(7･/プル法)に1ってPOC(粒

状有洗顔薫､JgC/e)Jiを測定し(.hPOCの分析には､全音汲決菜分析錬(Ol.CORPORATION製､
700型)を用いた｡

il汝法による研JTtのftX

垂下垂成ホタテ75'イが海水中の珪藻を餌として漣過摂取した場合､珪酸方の虚は消化されないで､糞とし

て排他されるoそれゆえ､貝の排惟物中の粗珪薮丑と海水中の相二組簸畳からlEl当たりの浦水量が求められ

る9)oこの汲水是と､海水中のPOC(粒状有艶放棄)主との按から､次式に上ってホタテガイ1個体1日

当たりの摂餌是を求めた｡

摂餌- (貝の9惟物中の粗珪巌/海水中の息珪敢)×海水中の粒状有鰍 繋

結 果

I ZTgt条件

訳艶用ホタテガイが垂下養成されている深度3仇の水温 ･塩分 ･クロロフィルaの車矧 ヒを図2に示し

た｡水温は試敦を開始したL987年5月中旬に9℃であり.9月中旬に年棚 ホの打Cになっ払 その後､ほ

は直線的に低下し､12月初めに2℃にfrった｡】987年には12月下旬に結氷しわ 1988年の括氷下の水温は

一日 一一16℃ であった,1988年には4月中旬に河のほほ全面の氷が溶けた後.水温は上昇しはじめ､

6月上旬には】OICになった｡
塩分は1987年5月下旬には32であったが､その後､宗谷暖流水の流入とともに息に上昇し､6月下旬には

33以上になっIL,10月中旬に年間最高値336を示した後､東偉大寒流の沈入とともに急汝に減少し､12月初

めIこ324になった｡塩分は1988年4月には散水宙水の流入に上って年間最低値302に低下したが､4月下旬

から5月上旬にはやや上昇して318になった｡

クロロフィルa免は1987年5月中旬から12月まで06-18/̀V/Cの範囲で推移したが､結氷脱の1988

年2-3月には02-04FEg/eであり､康めて少なかっも 1988年4月中旬,解氷直紛こ水GiB と4[

分の低下がみられた時に珪罷頴の大増殖がみられ タロロフィJt,a王は年間長高値16pg/eに達しね こ

の大増殖はすぐに終息し､4月下旬には20JLF/eに頻少した｡
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図2 サロマ湖中央部深度3mにおける水温､塩分､クEIElフィルat+の季節空化

*多田 ･西浜 (1988)から改変しわ

透明度は1987年5月中旬には5Tnであったが､6月中旬に年間最高値105叫こなった｡その後､再び減少

し､7月中旬から12月上旬まで57n前後 (±2,A)で推移しわ 結氷期の2-3月には約7-8Tnであった

が､1988年4月中旬の植物プランクトン大嶋碓時には､3278に低下しも 透明度は6月下旬には再び102

叫こなっIL)

2.負の成長

年齢BIJの殻高 .湿重量の変化を図31こ示した｡0船具の叔高は1987年9月上旬に17Jr咋 あり､11月上旬に

35叫こなった後､伸長が鈍くなり､12月には39･ヽ 翌年4月にはLI4相PこなっfLh i齢貝の祭融11987年5月

に4帥咋 あったが､6月以降はほ直線的に伸び､10月上旬には83岬こ遷した｡ll-12月には伸びが鈍くなり､

翌年4月には90Jr叫こなっfL,2齢只の殻高は5月に93TJであったが､12月上旬には111jrmになっ7㌧,寂の仲

良塾は.0齢貝では9月から10月にかけて最も著しく､039■x/E]であり､ 1齢貝と2齢貝では7月に最も

I987 1988

図3 ホタテガイの殻高と,五重*事の季節賢化(サE]マ湖､垂下I成貝H )

'穀と軟体部の和を用いIL, H 1988年5月に加齢する.
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著しく､それぞれ033及び017JJr/日であった｡冬季には0折尺とl齢貝の愈高はたとんL'伸びたかっIL'

なお､0齢只の成長は放流用篠笛の場合である｡

o齢只の曲塩見W 987年9月上旬に05gであったが､12月には549になった｡その後､漸増して翌年

4月には769になった｡ 1臨月の湿盤卦11987年5月に129であったが,6月以掛 まは直線的†こ増加し､

11月上旬には789に達し払 11月以降に0齢只と同様に漸増し､翌年4月には879になった｡2齢貝の湿重

量は5月に949であったが､6月以降､1折尺と同様にはほ_'直線的に増加し､12月には1779に達しb fL:

お､1987年9月中旬頃から2齢貝の先死が目立ちはじめた｡

1日当たりの湿iJtの位大増加量は､0齢只では9月に0069､1齢貝では10月に0529､2的只では7

月にD659/日であった.0齢貝 ･1齢只の湿鼓畳は冬季にはほとんど増加しなかった0

3 間接法による横柄1

3.1.成 長 t

腰と軟体餌 (見ti､生克典､その他の合計)の炭窯主の変化を丑 lに示した｡0齢月の炭素JLは9月から

12月まで直線的に増加しfL l齢貝の炭窯Aは6月から11月までほほ'直線的に増加し､11月以降には鈍った｡

o齢具と1鮎貝の意の洪崇Jtは冬季にも徐Jtに増加した｡これに対し､軟捧部の炭窯圭は冬季にはほとんど

勧 pQで､1988年4月以降､急に増加しlL,見全休の炭素量 (蓑 lの忍と軟体部の炭窯量の和)の季薪変化

は湿東急の場合とはほ同様であった｡2齢尺の炭粟量は6月にやや減少した｡このことは5月から6月の間

に生克典が1.000ヤC減少したためである｡炭窯圭の増細工6月以推8月まで忠虎であるb't､その後漸次､

経世になった｡1齢貝の生殖典は穣めて小さいので､2齢只のような産卵に1る節著な減少は見られなかっ

た｡'T;クテガイの炭窯良は0-2齢を通じて6-11月に著しく増加し､冬季にはほとんど増加したかっIL

海月の測定値から比例配分に上って月初めの炭窯畳を求め､それらを用いて計井した日当たり成長丑の季

節変化を図4に示しIL,この場合､改印 .放柵に上る減少分を補正した値 (袈lの括弧内の数値)を用いも

0僻見の成長点は9月に最高の6JgC/日であり､その後､12月から3月まで5_めて小さかっも 1%一見の

成長土は6月に急に増加して､9月に最高 51JgC/Elに達し､その掛 1月に息に狭少した｡冬季間の成長量

は僅かであっfL,2齢貝の成長卦ミ7月に長滝81JgC/日であった｡

忍の炭窯含有率は､ l齢貝が4月に､0約月が12月にやや低かったことを除いて､はば116-120./Qであ

因4 ホタテガイの成長tの季節別 ヒ(サロマ湖､妻下書成員■)

■1988年5月に加鵡する｡
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表1 ホタテガイの部位別炭末tの変化◆(サE)マ乱 垂下t成員)

月日 0-ll)年只 1-(2)年貝
1987 ~
～1988 殻高〃 殻 軟休部 殻高JrJr 農 政 休 部

5 8 - - - 481 7591 4568

6 9 - - - 495 8568 5190

;F
.
∵

78---579139958353955

831--166722770132771004

94---73Ⅰ29541171561031

99173481+++-
105274140563282641308219291062

ll534725059088695231424459tO77

1233923235145988052463254871114

56329 2451i

57277 2525_0

48771 28633

56939 30)40

67358 33632

(39967)

一一一l一一一一一一

+括弧内の値は､
成長Jtの計井のために
､
放卵･放掛こ上る生見典の渡少分を加井したものである｡
++5月が産夕卵寺朋なので
､
加齢する｡
++*故十軟体部の値であるO

っ払貝柱の炭窯含有率は1､
2齢且とも396-4500/,の範臥こあっ払含有率は夏に低くなり､
秋に応く

なるが
､
12月以降
､
低下し払生薙巣の炭窯含有率は12月以降､
簾々に耳くtL:ウ､
翌年5月に428%になっ

た後
､
6月lこ387%に下がった｡含有
率は2齢貝の方が変化の竹が大きく
､
夏に向け戎少し､
tかこ増加し払

その他の部位(軟体部のうち､
貝柱と生殖巣を除く部分)の次紫含有率は
､
407-464%の範囲にあり､
更

に高く､
冬に低い傾向を示した｡

32呼吸JL

321
_
強未満ナJLのa荊変化

1987年9月8-9日に1齢且を用いて3時間ごとに実施した炭素715才jLの変化を図5に示しIL,1
時間当た

りの酸素消費是は昼rF'lの方が高かった｡
本国から推定した1日当たりの酸素消費丑と昼間の1時間当たりの

軟禁洞狩生を比較することに上って､
昼rplの観葉消費魚から1日当たりの
麻薬洞や卦こ換井する場合の除数

f-077が求められた｡また､別に3
回実施した正午と零時の酸素消費Jtの比較試敦の結果を表2rこ示した｡

夜間の蝕弊柄井か土星間の074倍であ･,'た｡図5にお
ける夜間の鉄索消す壬が星間の076倍であり､
表2の

場合とほほ同様であったことは､
上記の床政t-077が妥当な値であることを示している○
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較兼謙tt山師佃体
5{､ /

3'ー＼.十 .J ●2ー0 12:00 18:DO C:00 6:00 ll:00-

9月8巳 9月9E

B]5 ホタテガィの鼓未満ttの8J弔変化

責2 ホタテガイのセ兼消*Aの星夜の比較

酸窯消費王ヤ/時/個体 比
月 E] 貝の年齢 星 夜 夜/星

7 24-25 2 633 4I5 065

8 25-26 1 3.94 2g8 076

2 749 567 076

9 8- 9 1 390 265 068

2 569 483 084

3.2 2 幹天満*tの草野実化

1El当たりの軟禁消守Jtを図6に示した｡0齢只の酸素消すjLは1987年10-I1月に3鴫 /日前後であっ

払 12月以降には減少し､冬季lこは捷称こ低くlJgO2/日前後であったが,翌年4月には8JQ /日になっ

㌔ l飴且の転乗消費かま1987年5月に16甲02/日であったが､その後直線的に増加し･8-9月には8

高値72JgO2/日に達しIL 10月以降には減少し､冬季には匪端に低く,8-12叩02/日になった｡翌年

4月には再び増加し､91呼02/日にTrった｡2齢貝の酸索消費圭は5月に74JgO2/日であっ払 その後､

1988
回6 ホタテガイのせ兼消*Jの季節架化◆

+1988年5月に加齢する｡
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ほは直線的に増加し､8月に最高値138JgO2/日に達したが､9-10月には減少した｡2月と3月には､

0齢只と1齢只の厳禁消費量の差が他の時期に比べ鐘鰍 こ小さかった0

なお､上記の酸素消費最の季節変化は貝の成長に伴ったものである｡そこで､軟体部湿重量 19当たりの

転葉柄辞速度を計井してみると､l齢具と2齢貝の酸崇消費速度ほ5月から6月にかけて増加したが､7-

9月に快はい懐向を示し､10月以降には減少した｡冬季には棲鰍 こ低く､4月1娘 ､再び増加し16,軟禁消

費速度は若齢則 王ど大きかったQ

次に､酸素消焚速度と水温との関係を図7に示した010月と11月を除いて､艮繋梢や速度は1才Cまでほ水

温が掛 ､ほど大きい憤向がみられたが､lFC以上になると逆に小さくなっIL

改
兼
消
t

適
度
(
如

月

軟
体
部

-
～)

5･/ ●㌧ ･71･813

.2∠∠｣ .･.-･/
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

水 温 (̀C)

図 7 1朗ホタテガイの敷莞消*速度と水温の関孫

+国中の数字は月を示す｡5月に測定を開始した｡

3 3 排 ′世 1

1､2齢見用対照区ネット-の沈澱物の乾燥患畳は､9月下旬から10月下旬に愚も多く､ 1日当たり1.000

～2.000Vであったのに対し､3月には最も少なく12呼であっ7LL,また､対照区沈澱物の炭素量は1988年の

5月下旬に最高109JgCであり､次いで1987年の5月下旬と9月下旬に多かったのに対し､1988年3月には

最低3吋CであっIL,沈澱物乾燥重量に占める炭窯畳の割合 (炭窯含有率)は､8月上旬から9月上旬にと

くに高く､20-26%であった｡

稚 区と対照区との沈澱物量の差を貝の排世量とLIL,稚 日ごとの0-2齢貝の値体当たり排進物の乾

煉盤丑の変化を図8に示した｡0齢月の排推物乾燥重豊は10月上旬には41Jgであったが､10月下旬には最高

9BJgになり､11-12月には再び40n台になっlLhl齢貝のy維 物乾規兎長は5-6月には30-60吋､7-9

月上旬には100-200Jgであり､9月下旬から10月上旬には400-500■卵こ増加し､10月下旬に最高値680

仰こなった｡その後､減少し､12月には290岬､翌年2､3月には30Jgに減少し､4月に再び増加した｡対
照区の沈澱物見が500甲/礼/日以上の時には､浮遊懸濁物量が多いほど1齢月の∂雅物乾燥盈量が多い傾

向がみられたが､沈澱物走が500り未済の時にはそのような悌向はみられなかっ/も 2齢只の排壮物乾燥重

量は5-6月には90-200呼､7-9月上旬には250-450甲であり､9月下旬から】0月上旬には500野に

増加し､10月下旬に最高値700秒こなっfL l1月上旬には再び525野に減少した,このように､1-2齢貝

のy維 物乾性監査は多少の増減はあるが､漸次増加して10月末に最高に達し､11月以降､減少いち なお-､

9月から11月にかけて l齢貝と2齢貝の蓮が′トさくなっtL,
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回8 ホクテガイの排Ith物tの季節変化(サロマ湖､垂下暮成員■)

+1988年5月に加齢する｡

上記の排准物Jtの変化は貝の成長に伴ったものである｡そこで､軟休部湿互生1g当たりの坊津物毛捷亙生

の変化をみると､1齢月と2齢貝の排港長は5月から10月rこかけて棚 Tlしたが､その後急汝に減少し､冬季

には蓮靖に低く､5月以降再び増加し払 また､軟体穂 重tIg当たりの排世且は若齢兵ほど大きかった｡

排狸物の炭崇丑の変化を図9に示した｡9稚 物中の炭窯Jtは5月以降転増して9月上旬に最高値 (1齢兵

43J9C.2齢見 64ヤC)に達し､10月には減少しはじめ､結氷Mにl鳩 めて少なかった (0齢貝 03
呼C,1齢只 17呼C)｡排壮物の顔無含有率は9月上旬の263%を除くと27-ll1%であっTL,9月
上旬には､炭窯含有率が著しく高かったために､排他物乾煉EJLが少なかったにもかかわらず､排世物の炭

粟立は年間長高値を示しも

耕
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体) 1987 1988

園9 ,T.タテガイの排,世物中の炭素tの季節変化(サロマ湖､垂下I成員●)

3 4 続柄t(肺陰法)

年齢別の1日1個当たりの成長A･､呼吸具､及び排他丑から､それらの和として諌められる摂餌差を表3

及び固相こ示しも l齢且の摂餌且は9月まで直線的に増加しづづ叶､最高値 106ヤC/日/個伴に達しIL,

貝が5月から12月まで大きくなっているにもかかわらず､10月以降は減少し､3月には最低値9叩C/日/
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個体になった｡ 4月には再び増加した｡2齢貝のf燕桝卦 土7月に最高値 147JgC/日/個体に達し､8月以

降減少した｡特に10月には 1齢貝よりも少なかった,0齢貝の脚 Jtは､10月以降徐々に減少し､2月に最

低にTj:り､以降徐 に々増加しわ

1987 r988

回10 r'1接法による0-21書ホタテガイの摂旬JLの季節変化(サロマ湖､垂下暮成員■)

+ 1988年5月に加齢する｡

次に､軟体部湿互生19当たりの摂料率の月別変化をみると､1鵬只と2輸只の摂餌串は5月から7月に

かけて増加したが､その後急激に減少し､冬季には康掛 こ低く､4月l娘 再び増加しfL,また､摂餌率は若

齢見ほど大きかっIL,

1齢具の摂餌生の内訳 (隅接法の各項目)を図11に示した｡伽 した餌の庚繋Jtのうち､6-10月までは

見体内に畜庸されるJt(成長)が大さいが,水温が低い時期には小さかっb lト 1月には排牡臣が占める

割合が､3-4月には呼吸か ;占める割合が高かっIL

剛ヒ効率は､0齢且では71-86%､ 1齢具では59-9臥 2書毒見では 64-93%であった｡1齢具の同化効

率は5-7月に高く､ll- )fnこ低かった (表3)｡

表3 仰練達によるホタテガイ14体当たりの摂Dtt●の月別要化(サE)マ効､垂下7成員)

I967 0･■117ru I-q 平 J1 2年 Ft
一 月■jLJtA tt ■t u Pt u け化'4 ホ■ u EAJiu IIL a PJta R上旬 Bl■ 牡 Et姑 旨 flt 社 ≠JE i FNt.I
IS88▼C/EJ ▼C/lTJrC/Z]▼C/l)■一.JrC/8▼C/EIJIC/EIJIG/tI JE '' ▼C/口 ▼C/EI▼C/EIJIC/El■ ''
SR

lq

7fl

8Fl

J359 5,DO 596 263 80古5 642? 26.9T_} 2779 95] 8519

35朋で2B3 ]033 272 9212 9277 1763 3115 10998&L5
7267 .173l l679 B57 882I 1468L Bl07 419Z 2383 8377

7827 3158 2373 lSJ96 7450 J3517 533[4568 36L8 7323
9I1 - 598 - - - 】Oli2】 SI28 23日 3]82 71日)4 】266[ 4438 3675 4548 fJ価

10f1 796 161 lH 221 722182]0 4496 1680 2031 7523 7361 2291 2178 2292 e8fl6
Hl1 735156 [)2 167 7723 3631965]2.031463 597L o93JI 1637 32･13 2854 7038
12月 117 152 095 100 71I8 19】7 158 777 7825921 ~ - - ~-
lll ま6.a I3I Oi7 066 75 ∝l l3.77 352 i]2 5.13 6175 - - - --
2月 152 071 015 8337829 川17 1513.86 160 7630 - - I - -

3月 245 LH 091 037 8490 925 -2.91 995 と2) 7611
4JI 7日 167 2J7 1Dl) 己5 99 2940 -137 257J 503 8之89 - - - - -

5FJ̀一1523 L797 160 266 8253 日3.7] 7E19 34JB 7719319 -
攻J･tと切 ■と*兼t′)和か帆艇 Lこ上る卯 J:である｡ ここでn噸 tl-_.比和巴分に⊥9てflか ndLe東のて書出した皇位月の干雌t用いfTq
5月Iこ山什~l~る.
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図1l W捷法による1齢ホタテガイの軸 t●の手野変化(サロマ湖.垂下暮戚貝●T)
+扶餌-成長+呼吸+排惟 H 1988年5月に力鵬 する.

4 正接法による摂Dlt

4 1 粗珪拳法による速水t

1･2齢且用対照区ネ-/トの粗珪酸圭 (SIO2)は､沈裁物乾規正tが多かった9月下旬から10月下旬に

l日当たり130-170Jgであり､年間最高であった｡次に.1987年5月下旬及U1988年4月下旬に多かった｡

一万､3月には2Jgであり､最も少なかった｡

排唯物中の粗珪敷畳の年齢別変化を図12に示しも 0齢且の排准物中の軌軸 ま､排放物乾燥重Jtと同

様に､10月下旬に最高値96野になった｡排壮物中に占める胤珪酸の割合は､9-599/Oであり､特に4月下

旬に高かっb l齢只の排他物中の札珪酸Jtli､排唯物乾煉瓦tと同様に､5月から蘇･tに増加し,9月下

旬から10月下旬にかけて57-66仰こなっ払 その後減少し､12月には22Jg､翌年3月にはさらに減少して4
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図12 ホタテガイのt*御 中の租珪牡tの手打射ヒ(サE)マ瀬､垂下暮成見事)

'1988年5月に加齢する｡

甲になった'排准物中に占める息珪酸の割合は8-34%であり､特に6月から8月には20%以上であっ払

19綿羊4月には長高値34%であっ払 2飴具の排建物中の脚 15月から徐々に増加し､8月中旬にJL

高値97吋になっ払 その後減少し､11月には57Jgになっ払 排牡物中に占める血珪酸の都合は9-33%であ

り･1齢尺と同様に､6月から8月に20%以上を示すことが多かった｡IE丸 9月上旬には､1､2折尺の
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9維 物中の楓珪酸量が著しく減少しT.h この時期には海水中の租珪酸畳も少なかった.

海水 12当たりの租珪巌丘は5月に最高値048吋を示し､その後6月から8月まで028-041mタの間で変

勤し､9月以降減少し､丑年3月には064岬であった (図13)oその後､再び増加し､5月下旬には044JV

になった｡なお､9月上旬には013野であり､極端に少なかっも

排壮物中の乳艶放是と海水中の地 象最とから戒めた+.タテガイ1個体当たりの淵水玉の年齢別季節変化

樋
托

奴

t

(
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的
/
エ

図13 サDマ湖中央部課硬3lTIにおける租珪軒tと粒状有牡鹿兼暮(POC)の季節変化

を図14に示しも 0齢貝 1個体の1日当たりの濁水且は､10月下旬に恭高値3geであり､その後減少し､結

氷期 (水温-11--I61C)には11-13eにlJ:･,)lL l齢見1個体の IEl当たりの破水丑は､5月下旬に

112であったが､以降徐々に増加し､10月には最高268eになった｡その後減少し､2月には632になっ7TL,

2齢見1個体のl日当たりの淵水量は､5月から日月まで徐々に増加し､11月には最高305Cであった,

上記の凍水量の季節変化は貝の成長に搾ったものである｡そこで､軟体部湿正長1g･1日当たりの浦水

串を計牙し､図15に示した｡ 1齢具と2船具の建水率は8-9月にやや低くなったことを除いて､6月から

11月にかけてほは変わらず､その後12-5月には低かっlL,減水革は若齢只ほど高かった｡特に10-11月の

0臨月の破水串は1､2齢兵に比べて著しく高かっIL,
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1987 198B

eZ)14 ホタテガイの速水tの季節変化(サロマ湖.垂下壬成員●)

事1988年5月に加給する｡
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6Zl15 ホタテガイの止水串の季節射 ヒ(サロマ湖､垂下暮成員+)
事1988年5月に加齢する｡

次に､減水率と水温の開床を国】6に示した｡5月から8月J=旬までの水温上昇期 O0-17℃)には､水温

が高いほど満水率が高い傾向がみられたが､8月下旬から9月上旬までの高水温期 (19-20℃)には逆に低

下しTL,濁水率は9月下旬から11月までの水温下降期 (17-9℃)には高く､8-9eであったか､12月か

ら4月までの低水温期 (-16-5℃)には低く､約2eであった｡

溝
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/牧休
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水 温 (Lc)

図16 1伽ホタテガイの止水串と水温の関係(サ｡マ湖､垂下暮成貝)

+国中の数字は月を示す｡

4 2 粒状有OI炭兼t(POC)

排准立抗鼓を寛施した地点の海水中のPOC壬 喋立状有機炭素宜)の季節変化を図13に示しlL 1987年5

月から1988年6月までのPOC丑は､030-070野Cの間で変動し､海水中の租珪敢畳とは対照的に9月上

旬に最高値を示し､12月には最低値を示し払

4 3 事天助t(面簸法)

ホタテガイの漣水量とPOC畳との虜から､1日当たりの年齢Bll摂節点を求め､図17に示した｡0齢兵の

摂餌是は休重の増加に伴って11月に 14呼Cに連したが､その後､低水温期にほ減少して47JgCになった｡
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図17 卸奏法による0-2齢ホタテガイの摂餌tの季節変化(サロマ乱 垂下茸成見事)

+1988年5月に加齢する｡

1艶貝の摂餌差は5月以降増加し､11月に最高 127JgCに達し7t,その後､12-2月には28mgCに減少し､

3月以降再び増加した｡2齢貝の摂餌是は5月以降増加し､11月に最高151mgCに達し払

上記の摂餌量の季節変化は貝の成長に伴ったものである.そこで､軟体部湿重量 1g当たりの摂餌等をみ

てみると,1幾月と2船員の摂堺率は5月から8月にかけて増加したが､その後急激に減少し､冬季には樋

称こ低く､4月以降再び増加しわ 摂餌率は若齢貝ほど大きかっTL,

直接法によって諌めた同化効率は､1987年5月と9月を除き､72-95%であった,結氷鰍こおける0,1

齢只の同化効率は､特に高い値を示し払

5 間接法と直接,圭による摂餌Jtの比較

開襟法及び直接法によって求めた1齢月の摂餌墓の月別変化を図1&こ示した,両法に上る摂即売の季節変

化の憤向ほほほ同じであったが､絶対値がやや異なることがあったO時期別に比較すると､Jg87年 5月から

9月までは､間接法の方が直接法よりも高い値を示したが､10月～4月には直接法の方が高い値を示し､5

月に逆転LtLD
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図18 r,.1仕法と直接法による1齢ホタテガイの摂餌Jtの比較(サロマ湖､垂下薫成員+)

事1988年5月に加給する｡
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考 察

サロ7輔の乾生ホタテガイPaLt-p･C亡e7tỳ∫∫Oe-i,の成長は3月上旬から6月上旬にかけてと､lo月上

旬から12月上旬にかけて苦しく､6月下旬から9月中旬の間と､12月中旬から2月下旬の問に休止すると報

告されている10)Oまた､夏の休止肋こ夏輪が､冬の休止期に冬勧 It形成される｡2齢見以上にみられる夏幹

は産卵による生理的射 ヒが原因であると思われ､冬鳥ほ桂皮の水温低下に上る代謝機能の低下が原因と思わ

れる｡ただし､1臨月の成長は9月から10月にかけて休止し､この時期に2齢以上の貝の夏輪に相当する輪

紋が形成される｡この輪紋形成l哨 水温に上るものであろう､と説明されている10).また､アイルラノドの

P亡Cte'日naXt爪Wでは,成長が停止するのは､水温が年間で最も低く､かつ餅ブランクト/が不足していろ

時期である11)Oヵナタの大西洋岸の PLacopecILnmageZLaTLエ亡び では､l年に一度､長も畑 力低 い冬に成
長概 が形成され12).丑殖札で珂育したイギリスの CiZ叩 SOPeTeuLaT↓∫の成長率i水温と正の相関
粥係にある13)O

サロマ湖の垂下東成ホタテガイの怒高･湿兎1 ･淡紫Jlは6月から10月まで直線的に増加したが､11月に

なると急に凍少し､12月から4月まで低い状態が枕いも 天然月にみられたように1鈴具が9月から10月に

かけて夜長が休止したり､また2鈴貝が6月下旬から9月中旬のrEllに成長が休止する現象は垂下東成具では

入られたかっfL,しかし､天然月の成長が12月中旬から2月下旬のrE'nに休止した1うに､垂下丸文具の成長

も12月上旬から4月下旬までほほは符止していも J2月上旬から4月下旬の水温は-I6-53℃であり､

結氷期にilPOC豊が少なく (図13)､またクロロフィルa主が捷掛こ低い (図2)ことが示すように,柄

となる植物7ラ/タトンが撞めて少ない｡それゆえ､サE,7湖における垂下糞成且が冬季に成長を停止する

原因は､Pecte717,Lαれ''ZZLJと同様に､低水温と餌不足であると思われる｡

ホPテガイの較崇消出速度は海水中の容存酸繋飽和度の低下とともにほぼ一定の割合で戒少し､臨界点以

下になると急激に減少することが知られている14).それゆえ､貝の厳禁洞や速度を閉抑賊 下で測定する場

合には､飽印度があまり低くならない範囲で兎施しなければfLらない｡本部鼓では､只の収容個体数と収容

時間､お1び海水丑を調節したので､実鼓の終了時の飽和酔i多くの場合,80%以上であり､低い場合でも

70%であっ払 したがって､本研究で得た厳禁消費速度は､内 薫が常には(2'飽棚 の天然条件下での

値に近いも0)と思われる｡また.陸奥湾壷のホタテ*-イ竹鳩 禁漁費遡隻のEl周変化lまみられなかった3)が､

す｡7瑚産の場合には星間の方が速度が大きかっ心

木研究では若齢貝ほど軟体部19当たりの巌粟消費速度が大きかっね このことは､陸奥再生ホタテガイ

では大きい個体ほど.鼓索消費主が大きいが､単位定立当たり竹ま小さし個休の方が大きかったこと15)t同

様であっ払 また､陸奥掛こおける敢葉柄焚丑が水温に強く彰書されること15)p､顕著fE季節変化を示すこ

と3)が知ら九ている｡水温が低い時期に盈粟消費速度が′いさかったことは､陸奥湾もサロマ湖も同様であっ

た｡しかし,夏季の放棄涌井速度は､陸奥再では水温22℃の時に長も大きかったが､サロマ湖では6月に水

温がlTCの時に長も高く､それ以上の水温の時には逆に小さかった8夏季に軽罪消費速度が低かったことは､

7イスラ･/ドの CALa,nyStS∠aTtdLCaの場合と似ている16)o
I､2齢貝の日当たり厳禁粥'Lf丑は､5月から8月までほほほ直線的に増加し､10月以降､個体鑑丑が増

えているのに急に減少した｡そこで､軟体部湿足長19当たりの敵襲網野速度を検討してみた く図7)o10

-11月の酸素消費速度は同じ水温の6-7月に比べて著しく低い｡そこでさらに､貝柱を除く軟体部19当

たりの戟粟消費速度を検討してみたが､季節変化の悌向は軟体雅 亀丑19当(=りの場合と同様であった｡

1【ト11月の水温は至だそれ程低くないので､その時期にみられた免許消波速度の低下の原田は不明である｡

陸奥湾の軸 ･+.タテガイでは､同化Jt(奴長生+呼吸土)に対する呼RJ:の割合Iil齢只で紘 鵬､21会

見でl講 67%であり､呼吸丑の占める喜捨が掛 ､3)｡一方､サロマ湖に紳ナろ材 ヒ王に称する呼吸王の割合

は0鶴見で193-402%.1齢貝で272一代85%､2由良で34.I-665%(鼓3から井出)であり､陸奥帝
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の値1りも低いことが多く､呼吸丘よりも成長免の占める割合が高かったC

陸奥帝のホクテh･イセ用いた水槽受験では､低水温ほど排世物品が少ないことが報告されている15).サロ

マ湖の現場粂H=下におけるホタテガイの排准物丑も冬耕間には腹掛こ減少した｡

間接法に上って諌めた l齢ホタテガイの摂餌宜は､5月から9月までは直線的に増加した｡また､月が5
月から12月まで大きくなっているにもかかわらず､10月以降の摂飼主は減少した,水温は9月を最高に､10

月以掛こほ急激に低下した｡5月から9月までの摂餅屋の増加は､貝個体の成長と水温の上昇に上るもので

あろう｡紋所丑が10月以降減少したことは､摂飼主に対して､水温が大きく影響していることを示している｡

2鶴見の摂所長は7月に最高になったあと減少し､符に10月には1鈴貝1りも少なかっfL,9､10月には､

2齢兵の成長量がl齢貝1りも小さく､2齢貝の摂餌差が8月以降減少しはじめたことの原田は､異常且の

出現にみられるように､病的原田による生理活性の低下であると思われるolLお､直接法によって諌めた1I

2齢貝の摂飼主は､9月下旬に一時減少した,このことは､この時期にPOC量が著しく低かったことに上
るものであろう｡

陸奥湾での垂下蛮成ホタテガイの同化効率は1齢貝では789%､2鮎貝では654%である3).サロー湖で

の間接法に上って求めた各年齢別の同化効率は､0鶴見では71-86%､】齢月では59-9払 ､2齢月では64

-88%であっ1.h 同化効率は 1齢貝では陸奥湾での測定結果とほほ同じであり､2齢月では少し高かった｡

また､収量海峡で浮遊懸荷物中と糞中の珪酸から求めた2-3齢の放流･+･タテガイの同化効率 (消化率)は､

1O-11月までは75-82%で推移したが､12月下旬に52yQ､1月下旬には35%に減少し,3-7月には再び上

昇して67-79yoの問で推移 し た17)Oまた､アイスラ/←のChZaTny∫けLandteaの同化効率は掛 こ高く､秋と

冬に低い18).間接法によって求められたサロマ湖の垂下東成ホタテ*･イの同化効率 (表3)は,思量海峡の
放流只やC けIa7tdLCaと同様に､11-1月に低い傾向がみられたが､直接ZZ:-に上って求められた同化効率

にはこのようtJ:傾向はみられなかった■

三重県的矢湾で租珪酸法によって測定した7コヤガイ (推定軟体部湿重丘20g)の碓氷丑は､9月に水温

28-25℃の時に278e/日 (9月7日と27日の平均)であった9)｡一方､サロマ掛こおける1齢ホタテガイ

の租珪厳法による液水産は､9月下旬に水温17.C.軟体部湿鑑定259の時に221eであっfL 二の相異は水
温の他に､種が異なることによるのであろう.

二枚具の浦水量について､徽細藻を用いた水槽実奴の例がある｡珪藻 PiàodaCLyL･m tTtLIO777LLtumを用

いた､陸奥湾産の0齢ホタテガイ(軟体部乾煉盃丘 0219､位良 34■.)の凍水量は､水温 10℃の条件下で

47e/日であった19).これに対し､風珪酸法に1る､サ叩 潮産の0齢ホタテガイ (軟体部乾燥重量023
g)の沌水量は､11月上旬に水温が90℃の時に2Be/日であった.水槽実!如こ1って求められた混水量が

現場での値上りも低くなることは､7コヤガイにおいても指摘されている9)0

本研究でのl齢貝の破水革は､9月上旬を除いて､6月から11月までほほ一定の状態が続いた (図15)0

9月上旬には海水中の粗珪厳が減少しているのに､P0Cは高かった (図13)｡対照区沈澱物における粗珪

掛こ対する炭栗丘の比率をみると､9月上旬の値が高かった｡このことは珪顛質の弟を持たtJ:い渦鞭毛護の

pTOTOee'ttn仇m̀Ca77J.が倭占していたことによるのであろうoサロマ湖では毎年この時期に本種が佳占し

て､赤軌こやや近い状掛 こなる6)09月上旬に対照区の沈澱物重畳が少なかったのは､本種の大きさがプラ

/クト/ネットの網目よりも小さいことによるのであろうoまた､着服物中の炭窯是力年間最高であり(図

9)､同化効率がやや低かった (表3)ことは､凝糞が生じたことを示唆している｡9月上旬に碓氷率が減

少したのほ､水温が高かっただけでなく､餌の量が多かったことにもよる15)と思われる○

水温と放資消費速度との相関曲線 (図7)と､水温と建水率との相関曲線 (図16)を比べると､前者が楕

円を描いているのに対し､後者はyグモイT:型である.この相違点はl(ト11月に酸素消控速度が低いのに､

猛水率が高いことに.るOそれゆぇ､酸素消費速度と速水率との間には_一定の按向がみられないが､10-1I

月の値を除けば､大まかには敵襲消費速度が大きくなれは液水革も高くなる憤向が窺えlL,水温がそれほど
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低くないl(ト 11月に､娼水率が高いのに反して､酸緊消費速度が低いことの原因は不明である｡

呼吸によるイ領 腫物の二感化炭素が殻の成魚カル /ウムの形成に関与しているとの報告h･tぁる20).また､忍

には無機炭架と有挽吹紫が含まれているが､本研究では殻の炭業主として一括して測定した｡したがって､

本研究で用いた間接法の式 (摂餌-成長+呼吸十排牡)による摂飼主は､実際より多く見所もられている可

能性がある｡しかし､殻の炭窯の起源の詳細がまだ不明なの'亡､本式を補正せず､そのまま用いた勺

間接法あるいほ直凄法に1って求めた摂餌丑は､前者が各月の平均的な値であるのに対し､後者は月1-

2回の測定値なので､本来一女しないものである..+.タテガイの摂餌活動が時化の時に抑制されるとすれば,

静穏な日にだけ測定される直接法による摂餌量は､間康法に1る月平均値としての摂餌丑よりも､常に大き

くなる筈である｡しかし､図18に示したように､5月から9月までは間接法による摂田立は直接法に上る摂

餌差よりも高かっIL 両者の差の関係が季節にJ:って異なる傾向を示した理由として､餌となる敬小ブラン

クトt/の塩組成､あるいはPOCのサイズ組成の季節変化が関係しているのかもしれない.

本研究はサロマ湖におけるホタテガイの毛殖許容丑渦査の一環として実施されたので､具の摂節会の月平

均値の季節変化を知ることがEl的であっ払 直接法の場合には､調査日だけの測定値という欠点のほかに､

POC是の測定法と､ホタテガイが摂餌しうる海水中の粒子サイ7:について疑問が残されているので､範殖

許容長詩杏のEl的のためには､間凄法に1って得られた値を用いることが妥当であろう.

要 約

1987年5月から1988年6月まで､サロマ湖中央部において棚 を用いて垂下亜成した0-2齢,+.タテ*'

イの､現掛こおける摂餌畳を問凄法 (摂餌-成長+呼吸+排他)と直接法 q其餌-海水中の粒状有倣物墓×

減水率)によって測定した,
1 年間長高水温は9月に20℃であり､12月初めに2℃になっTL 12月下旬から4月中旬までの結氷下の水

温は-11--16℃であっb

2 教の伸長は､0齢貝では9月に長も著しく､0398lX/日であり､1齢只と2齢貝では7月に最も著しく､

それぞれ033､017■J/Elであった｡冬季には0齢貝と1齢貝の殻高はほとんど伸びなかっ払 サp7糊

における養殖貝が冬季に成長を停止する原因は､低水温と飼料不足に1ると思われた｡

3 0齢貝と1齢貝の成長畳は､9月に最高値を示し､それぞれ6及び51JgC/日/個体であっ払 冬季に

は著しく低く､負のこともあった｡

4 ユ齢貝の顧累消費丑は1987年5月に16呼02/日であ.･'たのが､その後直線的に増加し､8-9月には

最高値72呼02/日に達しも 10月以降は減少し､冬季には擾端に低く､8-12吋02/ElになっIL 翌

年4月には再び増加し､91Iダ02/日になっ払
5 軟体部湿重丑1g当たりの敢葉消費速度は 12℃までは水温が高いほど大きい憤向がみられたが､16℃以

上になると逆に減少した｡

6 1齢貝の1日当たりのe維 物乾燥重量は水温の上昇あるいは具の成長に伴って増加し､10月下旬に最高

値680野になっfL 結氷下の2､3月には 30柳こ減少し､4月に再び増加し払

7 1臨月及び2齢貝の排泄:物中の炭素量は､9月に最高値を示し､それぞれ43及び64JgC/日/個体であ

っ払 結氷期における1齢且の排推量は 17甲Cであった｡

8 間接法による1皆も貝の摂所長は､水温の上昇と貝個体の成長に伴って､5月から9月まで直線的に増加

し､9月に最高値106野C/日/個体を示した｡10月以降､水温の低下に伴って減少し､3月には最低値

9甲C/日/値体であ･'lL,柳 生に対して水温が大きく影書していた｡

9 月が摂餌した炭素量 (成長+呼吸+eF進)のうち､見体内-の書跡16-10月に多く､排壮卦ま11-1
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月に多かっfa また､同化効率は5-7月に高く､1ト 1月に低かった｡

10 絶珪魚法によって求めた1臨月の頚水足は､10月下旬に最高2682/日/個体であっfL,

11軟体部湿盤1 1g当たりの漣水軍は､5月から8月までの水温上昇期 Q0-17℃)には､水温が掛 .ほ

ど掛 傾 向がみられたが､8月下旬から9月上旬までの満水温朋 09-20℃)には逆に減少傾向が入られ

fh 9月下旬から11月までの水温下降期 ()7-9℃)には8-geであり､12月から4月までの低水温朋

(-16-5℃)には約2eであっfco

12 直簾法によるlI毒見の紳 丘は､5月から11月まで増加し､11月にJt高値127ヤC/El/個体を示しb

L2月以降､水温の低下に伴って鵬 に減少し､12､2月には最低値28吋C/日/個体にTJ:つも

13 椀旋法と直接法に上って求めた脚 Jtの季蔚変化の傾向はほほ同じであった｡5月から9月までは､r..I

旋法の方が直壊法よりも敵 ､値を示したが､10月l娘 翌年4月までi王直渡鼓の方が高い億を示した.
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魚肉給餌によるキタムラサキウニ生殖巣の発達

第 1報 生殖巣の量的な発達

吾 妻 行 雄 . 錦 織 孝 史

(北海道立中央水産試験場)(北海道立釧路水産試扱場)

Gonad developmentofthe northern sea urchin, StronPytOCe,LtrOtuS

nzLdzLS,thatexpe rlmentally fed flShes

I.Gonad development

YuklO AGATSUMA and TakarumlNISHIK10RI●

uokkatdoCe,LLraLFtShe,HSEJP･rl,nenLaZSLah｡n

Yo.ehL.EoHa.do046.Japa,i

+LTokkaLdoKtLSA- FLSA- a EJp- m̀ ntaLSLah0n

K-ALTO.Ho仙a日tO085,JaParL

Jn an excavated flShlng ground atSatsurnae ln MalSumae.SOuthern Hokkaldo.a

surrey wasundertaken to examlne thegonad developmentoftwogroupsofnorthern

seauTChzns,Sl,0,19yZocenLTOE払J ,LZL山 ∫,whlChwereexper】mentallyglVenteleosts,Paclflc

sauTy Co/oZabl∫∫aLraand Arabesquegreenllng PZet-9ra,,L,,LW aZOnuS.reSpeCt】Vely,from

mld10ctober1988tormd-January 1989.and then seaweeds.LaT,LI,tarLa J叩 OnLCa and

undaTlaPL,i,taLLJ,da,un(.ltheend ofMarch 1989 Thegonadsor C才at,a-feedlng

sea urchlnSgrew raPldlyand thegonadIndex(gonadwelghtxloo/tolaJwelght.g lrl

wetwelght)reached2311n 一ateFebruaryand thereafterdld notgrow Although

thegoJladaJgrowth rateoflndlYlduaJswhlCh red P azon,LW Waslowerthan thatof

thosewhlCh wereglYerLC ∫EILTa.(hegonadsorthetormerlndlVldualsgrew untllthe

endofMarch ThegonadsofflSh･feedlng Sea urChlnSdeyeloped betterthan those

oflndlVldualsErorTLnaturalflShlnggroundsanddld 川 Iarger･sized lndlVIduals

However,thegonadsorseaurchlnSWlth regeneraLlng SplneSdld notgrow even When

theywereglVen flshes

緒 言

近年､北海道日本海中部～南部沿岸の岩礁域では､大型海藻群落が凋落し,海鑑が無府サ-/ゴモlこ.狂われ

る掛 け現象が進行しつつある｡鹿托け地帯には､成長あるいは生殖巣の発達の悪いキタムラサキウニ

(St,on9yLoce.LtTOttLIPAuLLus)が高密度に生息している.そこで近事､これらを有効に利用し､漁業

生産に結び一斗ナるために､生産対象である生殖典の発達を促進させる技術開発が望まれている.

報文番号 A186日991年 11月6日受理)
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キタムラサキウニは天然域では海基節を主TL餌料とするl).しかし､海藻輔が少fLいときには砂粒や月収

片までを摂併し2)､また､ムラサキイ*･イ(JLlylLZLLS 山̀ LS)やフi" ･i･:類 (BaLa- spp･)あるいは

=ケム欄 (Ce〝.POT-aSpP)などの勤捜頗をも摂餌すbW ことが知られている○さらに･魚肉はキメ

ムラサキウニの生兼巣のt的TE発達に有効な飼料であり5tS)､書森県で一漁 肉給恥こlろft親 指 が行わ

れてきた71-9)｡著者らは北海道日本海沿岸のキタムラサキウニの漁業生産を増大させるための基礎資料を縛

るために､松前町地先の岩礁蝶を掘削した造成場内に収容したキタムラサキウニに魚肉と海-m を給餌し､

その生殖典の発達過程を天然漁場のものと比較して掃べ､いくつかの知見を得たのでその結果を報告する0

本調査に終始ご協力いただいた渡島西部地区水産技術普及指す所､佼前町役場水産課ならびに松前中央漁

業協同鼠合の開床鞍鼻に深くat意を袈する｡

材料および方法

1988年10月5Elに北海道松前町fL前地先沖水深8-15Tnlこ生息する既 約45JrZL以上のキタムラサキウニ

1.000個体をスキュー/(潜水に1ウ採取し払 これらを同地先の岩礁掘削域 (水深2m)内に設置したター

トルブロックを嗣臥 ･した給餌区2基 (A､a)に500倍体ずつ収容した (FI倉.1)｡また､300倍体の忠

径を事前に計軸しわ 収容したキタムラサキウニの生兼巣を肉限観察し､産卵が終了した10月19Bから給餌

を開始した｡
キタムラサキウニ生見巣の発達過程を併科魚名は小こ1号べるために､1989年l月19E3までに､A区でほ釧t路

沖産サL/T(CoLoLab-- aL,a)を､B区Tlま松前町地先で漁獲されたホッケ (PL̀w o9･ra爪爪tLSa三ク'LW)

を7-12日間隔で各5-7k姥 給餌Lb その後､魚肉給鰍こ上る生息巣の品封 8-9)を故沓するために3

Flg1MaporMatsurn出 andtwotestcompartnentS(A,8)ofturtlebl∝kscoveredaLrOund

byriShmgnetLnanexcavated groundandnear-bynaturdrLShLngground(C)_
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月25日まで7コ'/プ (La,RlTL- a)呼OMCa)とワカJ(U'tLLm apl･lWtlfHk)を3-13日rE･W で3
･づO巾を給餌した くTable1)｡

また､ホソノコノブを中心とした海藻類の生TJtが多い､渦胡蝶周辺の天然域 (水深2･L-3れ)を対照区

(C)とした勺給餌区A､BrrちびにC区から､10-3月にかけて月l区の割合で約20個体のキタムラサキ

ウニを採取し､殻径､全五tIrちびに生克巣立L (9､湿互生)を計測し､生殖典指数 (生殖巣正王×loo

/全盈i)を求めlL,さらに､JENSENの方法JO)に上り年齢を査定LlL,また､給餌区でほほ10日にl臥

対風亘ではほぼ月1回 (10月と12月を除く)の割合で棒状水銀温度計により水温を観測した｡

TablelAzrDuntOfrodsglVentDtwoeXper皿entAlgll0upS(A,B)of
SL,0,t9yZoce.tLrottLS nudL'S

cs･l LJ'2 PaM L

OCL19.1988 5'5

5

3

(U
0

03

5

3

0

0

0

0
Tota1 58 38 34

■lcoLoLabtssatTa

+2 LatMnaTlaJ叩 0,1lC4

'3 U.da7･LaPLrL7t,ah/Lda

'4pÈLL'O3'aM tL'aZO仙J
.5 k9

結 果

1 キタムラサキウニの魚種と年P

給餌区内に収容したときのキタムラサキウニの殻径は42-74JETの範iElであり､特に殻径501JOJlの個体が

多かった (Flg.2).これらは5齢の群が阜嘩し､続いて6齢のものが多かっも 対照区におけるキタムラ

サキウニの昏巨は50-60Iであり､5飴の辞が阜増し､給餌区とほは同一の年抜群から構成されていた

(Table2)E.
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Fig2 SJmrrequeTtCydLStnbut10nOrSt7･O,LgyJoc-LTOELL∫rtZL血 shTanSPlaLltedLntwo
expcrm ntAlturtlebl∝ks(A,B)LnOctober5,1988

TBble2 Testd l- tariLndagecomposibonofthmeexpe… ntalgroups(A.a.C)
oESETOngyZocenETOELW ,ttLdtLS

,b Testdlarneter AgecomposltlOn

examined m事1±S･2Ⅳ v vl lV ll Ⅸ

Ocl.19.1988 20 559±72 2 12 5 1

Noy.16 20 587士93 11 3 3 3

A Dec.19 20 534j:82 15 2 2 1

Jan.20.1989 20 575士54 7 8 1 2 2

Feb.27 19 526士48 14 4 1

27 20 Ⅰ Ⅰ3 2 2 2

Oct.19,1988 20 537±46 1 10 8 1

Nov.16 20 574±71 10 5 3

B●Dec.19 20 579±57 9 4 3

Jan.20.1989 19 553±48 10 7
Feb.27 20 582±65 1 6 6 5
27 20 1 9 7 2

OcL19.198520 537±46 1 10 8 1
Nov.16 20 568±44 2 10 6 l

C Dec.19 13 589±63 6 3
Jam.20.198920 545±42 15

Feb.27 20 570士45
Mar.27 20 548±54
+1Meanyalue +2StandarddevlattOn

2 水iAの変化

掘削掛 こおけろ水温は10月19Elの153℃から3月8日の55℃まで下降し､その後上昇して､3月27EEに

は76lCであっIL,また､対照区の水温もはは同掛こ推移した･(Flg.3)0

3 生え*の莞9!

給餌をBtl始した10月19日におけるAとB区ならびにC区のキタムラサキウニの生殖巣指数はそれぞれ58､

57ならびに57であり､ほは同一であった｡A区の生殖巣箱政は10月以降直線的に上昇し､2月27日lこけ
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231とfLり著しく高かっfL しかし､2月以降は指数の上昇が停滞し､3月27日には217であった｡B区で

は生殖巣指数は12月まで上昇し､その後 1月末まで停滞した｡その後､2月以降指数は再び上昇し､3月27

日には218となりA区とほほ同様に高か.?払 なお､両捨所区において､輔を再生中のキタムラサキウニの

生鬼巣指故は全敗的に低かった｡C区ICは生殖巣指数は)2月兼まで上昇し､その後2月末まで停滞した｡そ

の後､3月以降に指数は再び上昇し､3月27日には17.8となり､生殖巣のt的な発達は給餌区のキタムラサ

キウニと比較して小さかった くFtg.4)｡

2月27日と3月27EIにおける､給餌区のキタムラサキウニの殻径と生見巣王tのDLl床をFlg.5に示しIL,

生稚巣軸 王大きな個体ほど増大した｡特に､3月27Elには給餌区Aの患径714Jr.の個侍の生見巣立圭に

4259であり著しく大きかっTL

考 察

北海道津軽海峡から日本海中部沿岸に至るウニ漁場では､キタムラサキウニの生殖巣指数が7-9月に20

以上にILウ､1-2月rこは10前後と低い 1卜t3)｡これに対して､魚肉給餌した個体の生殖巣指掛ま2月末で

ZO以上となり､垣朋間に生見巣が著しく発達したことを示している｡

キタムラサキウニのコ'/プに対する即 事は低水温下で滅,yL､水温3-35℃の粂件下増 援48.3JPの

個体のナガコソ7,に対する日間摂餌串は11%である‖)o これに対して魚肉の摂杯事は､水温5℃で05
%前後であるのにもかかわらず､コ/7･上りも生殖典が発達する8)｡ このことは､低水温下での魚肉の消化

'吸収率さらに生殖典への転換効率が高いことを示唆している｡また､魚肉給餌期間中､サ/了を給印した

個体の生殖巣は･+ッケな給餌したものと比べて発達した｡ この要田として､魚種に上る魚肉組成分の差や摂

餌効率が影響したものと考えられるが､キタムラサキウニの巣*要求に関する知見はなく､今後の研究が望

まれる｡

エ/パフ'/ウニ(5Lro7tgyんC･,LL,OLLLJ-nL.,m̀dr･zLS)では､生見巣が発達し､成熟.産卵に至る時期に､
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15)
生理的な要田に上り折節Aが減少することが知られている .サ-/7を給餌したA区の生兼巣指政が2月27

8に231となり､それ以降の生見巣の発達が停滞したことは､キタムラサキウニにおいても生殖狼が発達す

ると､摂卵生が減少するものと考えられる｡

魚肉給餌した生見典では特有の臭味､苦味,色などを呈するために､魚肉給料後､海葉筋を給餌すること

に上り晶質の敬啓 … )を図る必要がある｡海港酌 十かこ摂餌させ.生鰍 の晶賞改善を促進するため､

魚肉給餌でどの程度まで生殖典を発達させるのかを明らかにすることは今後王事lr江原である｡

給餌したキタムラサキウニの中で魚を再生している個体の生殖巣指数は低かっも これらの個体は採収か

ら給糾区への収容に至る過優で､林の損伽 ;あったものである｡7/リカムラサキウニ (SLro'LgyJoènLT･-

otLLSpwp払γa山 )の練を再生している個体は怨の成長が減少することが知られている16)､また､鰍｡棚
に上り､その修復のためにカルンウム代謝が活発になり､そこでは生兼巣や掛こ蓄えられているエ不ルギー

虎が利用されているものと考えられている17).さらに､蚊を折妨すると軸 物 串が低下する16)ことなどカ牲

稚巣の発達を減少させる要田にfLると考えられる.

紬 に用いたキタムラサキウニは濃窪70JE.以上の個体が少なく､高齢ウニの捨所に1る生見典の発達を明

らかILでさなかっ払 今後､キタムラサキウニの生徒典の発達を効率的に佑生させるための使用する個体の

大きさや年齢の限界を明らかrこするとともに､給餌場所の瀬 条件や煮正tI収容筏度と給餌王に関する知見

の賂唐が必要である｡

要 約

1988年10月に北海道松前町札前地先の岩昧掘削域内の2試敦区に収容したキタムラサキウニに､ 1月中旬

までそれぞれサンマならびにホッケを､その後3月末までは両区とも7コノブとワカメを給餌し､それらの

生殖典の芸的な発達を天然漁場と比較しながら調べも

サ/了を給餌したキタムラサキウニの生見巣指数は開始時の10月下旬には58であったのが､2月末に

231とfJlり､著しく生殖典が発達した｡しかし､以後3月末まで停滞Lfb ホッケ給餌朋間中の生足巣はサ

ンJ'7に比べて発達したかっ13 しかし､生兼巣は2月末以降も発達し､3月兼にはサソ7給餌区とほぼ同等

であっfL,これに対して､天然漁場の生殖巣指針潮 区に比べて低く､給餌区では2月と3月に殻径の大

きな個体ほど生泉娘盃土が大きかっ払 また､給餌区でも斎再生中の個体の生見巣指かi低かっ払
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1990年に再び発見されたサンマ ヒジキムシ

について ■ (短報)

本 間 隆 之 ･ 今 井 義 弘‥

(北海道立釧路水産洪鼓境)(北海並立稚内水産相 顎)

Reoccurrence ofPenneZLa sp,(Copepoda)On

the saury.CoZoLabとS ∫α汀a･in 1990

TakayuklHoNMA and YoshlhlrO IMAIH

Ho山4tdoKtLSAl,QFLSA'T-｡∫EJPETlm',tEaLSLalto.I

KzLSAtTO.Ho山aldo085.JapaTt

'IDouaLdomaHa-IF.sÀrH∫E.rp･γ一m̀.lLaLStatLO,i
FVaHaML.HokA=a-do097.J叩an

寄生性挽脚頴の一種サンマヒジキムノ P…'t｡LLasp (Fig.1)のサ./7への寄生は198卜1985年に

かけて北西太平洋を中心に日本周辺海域で確認され (NACASAWA .iaL 1988)､特に1983年には

一時肋､漁建物中の60%を超えるサ/7に寄生が見られ､社会的lこ大きな問月割こなった (長帝ら IS84､
渡辺ら 】985)｡

その後､1986-1989年にはサ./7ヒレキム/は姿を消していたが､1990年7-11月に太平洋で漁獲され

たサ1/7に再びサンマヒジキム/の寄生が見られたので､本報告では､その寄生状況についてまとめた｡

本文に先立ち､厚岸漁業協同組合荏田純一丸 大場執広氏には標本採射こおいて多くの協力を､水産庁遠

洋水産研究所長滞和也博士には多くの助言とす./マヒジキム/の同定をして頂いた｡厚く感謝の意を安する.

F)ど1 A uauryiJlfcctedwlthPfnrLtLLasp

報文番号 A187(】991年 11月6日受理)

'本報告は第40回サノ17研究討論会 (1991年3月18日､塩釜市)で口頭発表 した｡
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材 料 と 方 法

鼓室したサンマは198ト1990年に北西～中央太平洋 (39℃0㌧46030-N､143030'E-18(poo一)で5-

11月に調査船および当兵船でそれぞれ漁獲された計23330尾である｡生鮮な状態のサ-/ての体長(肉体長)

と体盃を計測し､各個体に寄生するサ/7ヒ･)キム/を計数して寄生部位を記労した｡

寄生状況は､ MARGOuS .LaZ.(1982)の定義した次の3つの指嫌で検討した｡

寄生串 (preva一ence Q/o)- (寄生尾政一倹左程数)×102

平均寄生数 (meantntenslty)-搭寄生虫数一寄生亀数

相対寄生数 (relaLIVedenslty)-播寄生虫政一検査尾故

結 果

1987～1989年に北西～中央太平洋で採果されたサン7にはサ/7ヒ･}キムyの寄生は全く認められlrかっ

た｡しかし､1990年7-11月lこ39C30'-46030●N､143030'-160024'Eの海族に分布するサソI,にサ･/7

ヒ17キムyの寄生が.確認された (Flg.2)｡寄生は謁査研笥全体(1990年5-11月)で8.286島中72尾に見

られ寄生串は09%､平均寄生数は104､相対寄生鼓は0009であった(Table1)C サ･/マヒ)キムyの

寄生した72尾のサ/マを型別に見ると大型魚 (体長2gc7t以上)が944%､中型魚 (24-29cm未満)が56%

で小型魚(24C7n未満)には全く見られなかっIL 寄生部位は旗姐基部が73%とJLも高く､次いで胸払基部が

150/O､その他 (腹部､尻甜基部など)が12C/OであっfL

1990年の寄生串､平均寄生数､相対寄生数は寄生が見られ始めた1981年の北西一中央太平洋における寄生

状況と鐘めて評似していた (Table1)｡このことから､今後､サンマヒ}キム/の寄生したサンマが大発

生する可能性も考えられ､その動向が注Elされる｡

∫′ ■■

■●t′_
ノ

Flg 2 DLStnbutlOnOrSauneSinfectedwlthPErLn'lZasp.Ln 1990

●:Sampkngl∝alltleSOrnfectedsAuneS
x LaalltleSWherenopiLraSJteWasfound
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TAble1 Annualch8mgeSulpreYdence,rel血yedeりSlty,andLntenSltyOfPe,t7"LLasp

on 山es8ury LnaleWeStem andcenb,alNortJIPaciLiCOcean,)98111990

No off鳩h prevalence Fhht- Intensity Dab source恥 Y●■r ~■ーr I ~I

+J xm ned lnreCted (%) denSlty Me.n Fhng,

1981 75L1 5 07 0007 100

-: '∴ 二∴ :㍉ ミニ二 ∴ ;い::,:.;. :,I.
N orthPaciLic

1985 5155 7 01
1986 4628 0

1987 4916 0 00
1988 5698 0 00
1989 4430 0 00
1990 8286 72 09

0000 - 1
0000 - 1
0000 - -
0009 104 1-2

Nag8SaWaeEEEL
(1988)lbld
lbld
lbld
lbld

Presentstudy
】b】d
lbld

lbtd
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試 験 研 究 業 績

(外部刊行物への発表 平成2年度分 )

海 洋 部 門

I El本義iW の海洋横道の変動一本道西岸を詩才しろ対馬暖流に変化があったのか7- 田中伊織 (中央水

洗)北海道周辺海嬢の魚族字源シソポ17ウム許済要旨集 13-20 1990

2 北海i丘西岸沖の対馬康淀に見られた大きな変動 .田中伊積 (中東水託)東大海洋研大蜘 研究七/メ

ー報告 16 119 1990

3 併丹半島周辺の長風水温変動について.田中伊積 (中央水就)耕 5恒】日本海海洋調査技術連絡会報告斗

60 1990

4 1989年海域別情報 海洋生物 北海道周辺海域 小鳥守之 (中央水試)水産海洋研究 54(2)224-225

1990

5 番の忍路帝沿岸におけるクE=Pフィルat='-クと環境粂件 蒐又一良･小鳥守之 (中央水訳)1990年度

日本海洋学会秋季大全報賞要旨集 289-290 1990

6 忍絡掛こおける珪藻 CAaeね亡e7･09d̀btLwの春季増兼と外囲条件 .′八島守之 ･鹿又一艮 (中央水鼓)

1990年度El本海洋学全林季大全謙済要旨集 291-292 1990

漁 業 資 源 部 門

7 続･日本全国沿岸海洋誌 宗谷海峡 Ⅰ.化学 渡辺智祝 (親走水就)日本海洋学会沿岸海洋研究部全点

東海大学出版 東京 438-445 1990

8 道南海砂こおけるスルノイカの成長と成熟に関する研究 榊 志朗･中田 洋(西成太鼓)平成元年度

イカ類苧涼 ･漁海況検討会議研究報告 東北水研^戸支所 19907

gー北部日本海Iこおけるスルノイカの南下啓動 .Lt見達也 (中央水沃)平或2年度日本水産学会春季大会講

演要旨集 19904

10 漂汲放洗結果からみた北部日本掛こおけるスルノイカの甫下移動 .BE見達也 (中央水試)平成元年度イ

カ崩資源 ･漁海況浜村会議研究報告 東北水研八戸支所 19907

ll El本海とオホーyク海におけるエビ頴 1 ･ホッコク7カエビの生殖周期と成長 .中明幸広 (稚内水洗)

日本水産学会北海道支部例会詐演要旨集 1991i

12 j鋤 火市周辺におけるケ*'ニ幼生の分布と海流クラゲからみた流ナしとの的連.高柳志朗 (函飽水訳)

第4〔桓快北海区海洋神立技術連絡会議事鐘 84-89 函館海洋気象台 1990

13 ケガニ (ETuMC7･LLH SC'tbfekH(Brandt))の生殖腺東亜指薮 (G_SI)の季節変化と生兼周期 ~

佐 木々 潤 (却1路水沢)日本水産学会春季大会誰某要旨集 19904

14 ケガこの交尾行動 :佐 木々 清 く必勝水尻)El本掛物学会北海道支部第3∈桓】大会 (口頭発表) Ⅰ9908

15 ケ*'二の外部二次性故 .佐Jt木 潤 噛Ll路水洗)日本甲忠類学会第2紅萱】大会許済要旨集 1990ll

16 ケ*'この配偶行動､特に交尾栓の効果について 佐Jt木 潤 噛1i路水洗)日本甲殻薪等会第28回大会鎌

瀬賓旨姓 1990ll

Ⅰ7 Val･d･ty｡fSaAlrtayO七oyà (G7assell)(Crustacea P.nno-Theklae)fromnorthernJapan
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丸山秀佳 (惟内水試)ほか ZoologlCaJSclenCe 7(6) 1184p.199012

18199的こ春季にオホーyク海北海道沿岸域の定旺網で軌座された浮魚掛こついて 山口幹人 ･山岸吉弘

(網走水洗)水産海洋研究 54(4) 455-457 1990

19 道東太平洋海域で採集された深海性魚煩 吉田英雌 ･塩Jt木 潤ほか 1名 鳩(銘水訳)glu格市惇物館紀

5 16 199E

20 ニ //C/LLP｡a7XZJZa∫lVaLenclnneS 長帝和也 (中央水試)九LL庸陸(推内水訳)魚類解剖図鑑
(請合 明解船 縁翁房 東京 19911

21 北海道支帯湖産7ノマスの眼把の特徴 礁見達也 (中央水訳)ほか 平成2年度日本水産学会春季大会

糊 要旨雑 19904

22 北海道支茶棚お1び茂辺地川産7ノマスの形態比較 尿見達也 (中央水試)ほか 北大水産垂線 41(3)

121-13019908

23 道東海掛こおける/ノヤモ資源とその生腰 吉田英雄 悌日給水洗)点字サイェソス (88)19904

24 新釧匪亀川における//.I.モの遡上朋子刺 青EEl英鯉 (卦銘水訳)第38回日本掛物学会北海i旺E棚 要

旨集 19908

25 道東沖合における北上サ/.?群の耳石タイプを中心にみた生物学的特性 今井衰弘 協tl路水洗)第38E

サt/7研究討論会訪客緑 19907

26 続 ･El本全国沿岸海洋誌 総説張 増補編 宗谷海峡の有用生物イカナゴ･ミズダコ 佐藤 - (推内

水武)日本海洋学会沿岸海洋研究部全編 東海大学出版 東京 456-458 1990

27 ヒラメを例とした漂瓢放流突放結果について 吉永 捗 (中央水試) 北水研技術報告 2 19913

28 北海道東部沿掛こ出現したオヒ,り稚魚lこついて 三宅博識ほか2名 (釧路水洗)日本水産学会北海道

支部例会講演要旨集 1991

29唄火湾およびその沖合における7カガレイの分布 ･移動について 旗山信一 (網走水洗)ほか4名 水

産海洋研究 54(4) 373-380 1990

30 新潟県北部沿岸域におけるマガレイと庇生魚塀の穣間関係 富永 捗(中央水試)ほか 日水研頼告

41ll-26 19913

31武疎堆おJ:びその周辺海域におけるスケトウダラ若年魚の分布 佐々木正義 (函館水訳)日本水産学会

誌 56(7) 106311068 1990

32敢産生変動に基づく北海道西岸日本海のスケトウダラ系統祥構造 三宅博哉 Cyll銘水試)El本水産学会

春季大会講演要旨集 1990

33 スケトウダラ (Tん̀γGlg,aCAaLco3'aJn'na)の耳石の異常な透明結晶 三宅博哉ほか1名 畑川路水洗)

日本動物学会北海道支部第38回大会 (口頭発表)19908

34 再び北海道西岸日本海のスケトウダラ系統辞併進 三宅博故礎は給水妖)日本水産学会北海道支部例会

漸 要旨躯 1991

35 /如けakLLPLarvaeln=1termedlateardparatenlchostslnJapaLl 長葎和也 (中央水試)InH

tshLkuraa,AK Kikuch.〔eds). /rLteSL̀,uZA'twaklaStS 川 JqJm..Sprlnger-Verlag,
TokyoaJY18erlln.23129.1990.5

36 TheLLfecycLeofA,tt.mkと∫Sと,,LPZex arevle､V 長滞和也 (中央水訳)InH 【shLkuraa'd

K K.kuchl〔eds･〕,lnlesltTtaJArlLSakと∽日 ,iJaTm SprLnger-Vertag. Tokyoar°
Berlin 31-4019905

37 A baョel,neoftheprevalences ol bra･,ImyxosIわ rea,IS川 Chm00ksa血on(0 ,tcoriy7tCius
lchazuyEscha)･nh.ghseasf.sherleS 長犀和也(中央水試)ほかD∝ tlⅧ nt SUbmLttedt｡the

371hAmual_VleetlngOrtheINPFC(FarSeasFISher】esResearchLaboratory). 10 pp.
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19909

38 jtjS混同辺海域のスケトウダラにおけるカイ7y頒 uaehO叫 .∫の寄生状況と宿主に与える影事

長#和也(中央水拭)小池幹蛙 (函館水託)三宅件哉 (釧路水妖)夏El雅史 (推内水試) 平成2年

度El本水産学金管季大全聯 要旨集 】9904

39 PrellnnaryaccountOfthemorphologyofacopeFXXIparasLleOfa chlLonid moILuscfrom

Ja【xln 長井和也 (中央水託)ほか 第4回国無力イ7ソ穎会掛 演要旨集 19909

40 Ecolcgyo【FkLer叩 ALZLLP OTTtaELL･･.aParaSlt.CCOpepOdoftheJapanesescaHop Paとl九〇一

peぐten y一∫90･rtSt∫ 長井和也 (中央水試)はか 第4回Eil際カイ7y辞会誌弥斉要旨集 19909
41北海道イトウからの寄生性カイ7y顛 SaZ''uwoLa∫E'〟aE抄 の新た録と寄生部位について (英文)
(類報) 長井和也 (中央水洗)ほか 北海道さけ･ますふ化坊研究報告 45 57-59 19913

42 水族寄生虫/-ト⑧寄生虫の数はどうして決まるか 長#和也 (中央水杭)海洋と生物 12 132-

133 19904

43 水族寄生虫ノート⑨研究什報誌｢こ,ポチニ7｣のこと 長洋和也(中央水杭) 海洋と生物 12

228-229 1990.6

44 水族寄生虫/-ト⑲水草を刈れば寄生虫が減る話 .長葎和也 (中央水杭)海洋と生物 12 316-317

19908

LIS 胤 虫ノ-ト鴎取掛こ寄生する/ラミ 長辞和也 (中央水試)海洋と生物 12 410-411

199010

46 水族寄生虫/-ト⑲サナダムノをq:み養う研究者 長声和也(中央水St)海洋と生物 12 492-493

199012

47 水蹄 生虫ノート⑯イカ頬の寄生虫 .長iSl和也(中央水訳) 海洋と生物 13 48-49 199Ⅰ2

48 ソ連の水産研究 ㊥常連における魚頒ブラ･/クト･/の唖組成および分布 '高 昭宏 Cgl銘水就)水産の

研究 9(3) 19906

49 ソ連の水産研究 ㊥オ･i･1-7ク海における政孝のスケトウダラ成魚の食性および餌科濠の利用:高 昭

宏 く釘1路水洗)水産の研究 9(4) 19908

50 ソ連の水産研究 ⑳オ･+.-yク海のyツイカ頴､ ドスイカお上びタコイカ (テカギイカ料)の生腰 高

昭宏 梯川給水妖)水産の研究 9(51 19909

51 ソ差の水産研究 @両建の生物資源の空間的分布および丘的分布の基本的法則生.高 昭宏 噛(銘水妖)

水産の研究 9(6) 1990ll

52 ソ連の水産研究 ㊥太平洋北部にk.ける771ラガ二の分布および生態 高 昭宏 (部鞄水鼓)水産の研

究 10(1) 19911

53 ソ連の水産研究 ㊨ィ./ト̀洋の有望漁業対象クルマエビ耕 ■商 昭宏 Wll路水式)水産の研究 10(2)

19913

54 1989年道東海域のマイワ-/まき網漁況について 三原行雌ほか1名 (針路太め 水産海洋研究 54(2)

19904

増 殖 部 門

55 道東沿岸域における蛍池 馳空の季節変化 一角田富男 (釧路水試)ほか2名 北海道区水産研究所研

究報告 55 19913

56 河寒川水系の湖沼地形 .角田吉男 (釧路水試)ほか阿寒川水系捨告訴査中間報告書 釧路市立鮮物館

19913
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57 *･+-yク癌沿掛こおける･+･タテガイ浮遊幼生の分布動態 .西浜姓二 触 0 千川 搭 (栽培セ

ンター) 鹿田 謹 (函館水就重税)日本水産学会1雌 滋支部例会決済要旨集 1991

58 Breedlng LestOnabaJone門間聯博 (稚内水尻)NOAA TechLllCalReportNMFS 9272-76

1990

59 LocaJIZatLW ardullraslruCluleOrmll∝bldrlarlChceHsn them r earsofgoklflSh

arKlI.Lapla･斉等林地 (栽培七ソクー)Japan.J.IchthyoI37(I)49-55 1990

60 0enet･cdlrferenlLatlCrLOrfreshwateraJd ana]rcrnmSthreespLneSt■Cklebacks(CasとeTOSLetLS
a亡uLLat･LS)rrcrnnorthem JaFnn Jl慣 田音治 (中央水託)ほか 魚酔芋雑誌 37(3)230-238

1990

61 ReglCnajDLStrtbut10nOfDtnorJagellaLePopllatICr)OfftheCoaslsor Hokkadolnthe

Japan SeaandOkblSkSeafrαnSprngtoAutLmn l983:官粛 軍 (網走水SO ほか1名

JOceanogrSoc.Japan4696-106 1990

62北海道､岩内掛こおけるノアノバクテ1)7お⊥ぴその他の敬小楯物ブランクト/の季節的消長 宮園筆

触 ほか6名 1990年度El本海洋学会秋季大会要旨集1990

63 続･日本全国沿岸海洋誌 宗谷海峡 Ⅳ 生物 2 7タPペソトス 蘇 葉 (網走水妖)日本海洋学

会沿岸海洋研究部全馬 東海大学出版 東京 449-454 1990

64 L･rehlslorya'd systerruLIC P S-tにれOrPs亡tdoEiordagrac■tLSSP 油 V (La爪LTLarLaL･S,

Phae甲AyeeaL)名畑進一ほか l名 ㈲酪水式)J.PhycoJ.26 721-727 1990
65 【ncreTrM:nl rorTnatlOna･YIdlurnalchanges or secretory act･vlLIeS Of SaCCLJarceHs.

SatelllteS～mPSItm OntheblαTILneraEIZatl0nOfflShotoElths.r, 斉醇節捻 く栽培七/グー)

Ttt sLXlhLLlteTrtatlOrlaLsymposILm OnbLαnLneraLlzatLCrLOdawaraJapaLl1990

66鮮毛虫 Jch仏tLyObodosp.の寄生に上るヒラノ体表の捕変 革刈宗暗 く釧路水試)ほか 1名 魚病

研究 25(2)59-68 1990

67 ThesurvIVabHItyOftheectoparaslttCtLageHatelciとAyobodoǹeatQr OnChum sahw

fry(0,LCiクriy-iLLJ teLa).nsea､yatera,Acornparar.sonto/dLAyobodQSP.CnJapa,.:se

rlol爪kr(Pa7'aムぐiLAys oZtya亡eu∫) 草刈宗晴 (釧路水託)はか 1名 ).Paras.toI 76(I)
33-40 1990

58 serurn sterod horTTWe leveJs lnrelat.cn tothe reprcductlVe Cycleol SdaSL,9

EaeZanow∫kH a,A S SCilg̀LLム 草刈第時 (釧路水沫)ほか4名 J.Par°s.to1 303l-38
1991

690XygenccnsLmPtNXtOfgeslatLngEeTnaleSebas上esschLS̀ム estLrnatlngtherepr∝luctlve
costsofllVebearLng 草刈宗晴 (釧路水託)ほか2名 J Parasato1 3O･81-89 1991

70 StagvTgandthetlneCourseOfembryon,cdeveloFT,Cnt.∩kuroso.ISek'LLC∫eAZegeム

草刈宗靖 (凱給水茨)ほか 1名 J,ParasltO1 30 )03-110 Ⅰ991

71UJLrastructureorthe epderTTllSaTtid･gestI､,etractln Seba∫̀eJ･e'nbryos.､Y■Lhs匹C1aI

Teference10theuptakeorexogerN)USnuLrIen一S 草刈宗晴 CSl川路水洗)ほか4名 J ParasltOl

30.155-163 1991

72 Mar■cultureofkurosoL,SLムacと̀."cAZe9eん･草刈宗暗 唱"絡水試)EnvlrOnnenEa18■ologyor
FLShes 30245-251 1991

73 栽培漁業､その現状と展望 西川借良 (中央水試)窮7回北電技術7 *-ラム｢つくり育てる漁業は､

今 ｣ 5-18 19913

74 .+･タテガイ採甫器における･i-タテガイ付着椎貝の脱議に及ぼすヒトデ惟仔の影甲･官国 費 ･西浜雄二
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(網走水沢)日本水産学会北海道支部例会喜肪 牽き兵 1991

75 カニに上るホタテガイの損傷 西経 二 (網走水沢)El本水産草創 蟻i遁支部例会沫済要旨集 1991

76 ヒラノの叔培漁業について 斉藤節推 (丑培七/クー)北海立水産土木協会会報 115-7

1990

加 工 部 門

77 水産物を原料としたエクストル-17,ノ･クッキ/〆 第4線 クッキ/タ温度の違いに1るタン-ク

質のSDS-ゲルろ過とSDS-PAGEの比較:1Ull雅彦 ･鹿田訓之 ･骨太茂寺 領[【銘水就)平成2年度日

本水産学会春季大会脚 要旨兼 1990

78貯最及び加工における魚肉タ./バク実の変性と潮御 高温 ･高圧下の変性 坂田訓之 (釧路水洗)平成

2年度日本水産等金鉄季大全 ･/./ポジウム講演要旨集 1990

79 エクスト/i,-タに上る蘇挿性貝類の減燕 .野俣 洋 ･太田智樹 ･武田忠明 ･金子博実 (網走水就)飯田

訓之 .信太茂幸 Wl酪水拭)日本水産学会北海道支部例会要旨集 1991

80 イワ/煮汁からの天然調味料製造紬 (2)大塊忠志･蜂谷幸iiJ･高価文夫 噛Il給水就)第 1回水産利用

加工研究推進全国会BI資料 1990

81 ノソプレ'/LI7ククーに上るイワy軒 I･からの天然拘束料の開発 :大嵐忠去 (釧路水洗) 野俣 洋

礎は功30BIOlndustry 7(6) 1990

82ナ7コの有効利用一乾なまこ製品の製造工摩改良に上る品質向上一 麻生井倍･佐 木々政則 ･菅原 玲

(惟内水筑)平成2年度食品加工関係釈放研究故関合同成果発来会要旨集 5-9 1991



スルメイカに用いるアンカータ ノグの事1類と

再捕亭

bE見達也 ･寄切志朗

スルノイかつ標識放流に用いる7ソカータッグ

の軽妙こよる再捕革の速いを的べるため､色､長

さ､大きさの異なる8脇 のタッグを比較し払

不透明でがやかなIR色の7/カータッグの再捕革

は半透明で薄い黄色のものの約2倍であり､再捕

串の差は髄 の視認性に上るものと思われも そ

れ以外の蔑汝の組み合】♭せでは有意な基はなく､

不透明で葉色のタ,タが長も再描革が高く有効で

あると考えられb

A181 北水洪新報 37 1-4 1991

77

日本海武蔵堆海域のマタラの年齢と成長

三宅博故 ･中山信之

1985､'86年に日本海武蔵堆海域にて､まだら

はえ純軸 船を使ったてダラの漁獲的査と､漂捻

放流を行った｡I985年の細 鞘査で得られたてタ

ラの､polymodaLな体長分布を10群の正規分布

成分に分推した｡51拝した各群11､飽 政友から

推定した年間成長■で､それぞれ年齢群に対応す

ることが確かめられた｡さらPq986年に､当業船

の漁獲物から印入した小型のてタラの年齢を､耳

石切片を用いて査定した｡これら､3つの方法に

上って当海域の17タラの年齢と成長について推定

し､Bertalanffyの成長式を求めた｡

結論として､当海域のマダラの成長は､従来推

定されていた上りも､遅いと考えられた｡

A183 北水試研報 3717-251991

武雇堆周辺幕壕におけるホッコク7カエビの

生殖周期と成長

中 明 華 広

1989年6月から1991年6月にかけて日本海北海

道沖の武鼓堆周辺海尉こおけるホ,コク7カエビ

の生殖周期お1び成長と年齢について検討し､以

下のとおり推定した｡雄から雌への性転換は55

歳の7月に始まろ｡雌となってから翌年の4月頃

lこ産卵して10-11か月間抱卵し､さらに翌年の2

-3月にふ化する｡産卵は1年おきに3回行い,

寿命は11年である｡おおよその甲長ほiF1故で10

-､2歳で15JEZ･､3歳で18JEJt､4歳で21JE'､5歳

で24mとなる055歳で甲長が25Jmとなり､性転

換する｡満6歳で初回産卵して甲長26Jm前後の抱

卵雌となる｡2回日の抱卵が29Jl,3回目の抱卵

は32JEL前後で行われる｡

A182 北水訳研報 37 5-)61991

技量海峡におけるスケ トウダラ産卵群に苅す

る刺し網の網目遺訳性 第 2宅 非選択的旭
空欄の正作とその漁獲江賢結果

上 田 書 事

前報で諌めたスケトウダラ刺し網の網f]選択性

曲線を基に牧童海峡に来遊するスケトウダラ産卵

群に対する非選択的預査網を駄作した｡これは公

比126の48､61､77､97､122JtJの5題 目合を用

いることにJ:り､体長25-65cxの範囲で合成した

相対的効革はほぼ一定となることを期待したもの

である｡1987年2月18日に羅臼沖で実際に漁獲試

験を行った結果､48､6)JEELのような小さい日合の

駒では､来遊魚の多くを長大胴周より前方の上顎

後端部付近で漁轟していたため､合成した櫓対的

効革は一定にならす､試作した萌査網は非選択的

には作用していなかった｡48､61JEIのような小さ

い日合の網を使用したにもかかわら1-､小型魚の

漁獲は少なかった｡また､注釈部位がずれたこと

や選択性を排除した体長組成の推定結果からも､

この時期体長34EI未済のスケトウダラの来静ま捷

めて少ないか､または産卵群とは混在していなか

ったものと考えられるo

A184 北水洗研報 3727-351991



78

サロマ湖における垂下茸成木タテガイの摂窮

t

鹿田 謹 ･千川 浴･西浜雄二

サt,7掛こおいて垂下頚成した0-2年胸水タ

テ*'イの脚 丑を間蜂法 q其飼-成長+呼吸+排

港)と直接法 (摂桝-研×沌水串)に上って灘定

Ltb 成長･排准 ･餌は放棄且としてi封定された｡

rEIW rこ上る1年貝の脚 生は､水温の上昇と見

個体の成長に伴って5月から9月まで甜 的に増

加し､9月に最高値 106巧C/巳/個体に達しtL,

10月以降､水温の低下に伴って減少し､3月には

最低値9吋C/EE/個体になった｡直接乾に上っ

て求められた摂何点の季節変化は､間嬢法に上る
場合とほは同様であっ払 摂餌丑に対して水温が

大きく桝 していた一また､租珪厳法による1年

貝の沌水tの年間JE荷値は､)0月に 268e/日/

個体であっb

A185 北水訊研報 3737-571991

1990年に再U発見されたサンマヒジキムシに

ついて (短報)

本間隆之 今井薮弘

寄生性根脚頴サンマヒレキムyのサ/11への寄

生は198卜1985年かけて北西太平洋を中心に日本

原辺海域で見られた｡1986-1989年には姿を消し

ていたが､199()年7～11月に再び39や30'～408
30'N､143o30'-A-160024●EI7)1転嬢で髄差

されたサ/7に寄生が見られた｡寄生は碍査期間
全体 0990年5-11月)で8286尾中72尾に見ら

れ､寄生率は09%,平均寄生数は104,相対寄

生薮は0009であっ払 サノ7ヒ)キム/の寄生

した72尾のサ/つは型別に見ると大型魚が944%,

中型魚が560/.で小型魚では全く見られなかった｡

寄生部位_は腹粗基部が73%と長も多く､次いで胸

帥題部が1弘 .その他が12%と+fっていも 1990

年の寄生等､平卑寄生薮､相対寄生掛1寄生が見

られ始めた1981年と集めて類似していた｡

A187 北水訳新報 3767-691991

魚内絵柄によるキタムラサ享ウニ生薙巣の発

達 第 1再 生施策のt的な発達

吾妻行雄 ･≠剥乾草史

i988年10月に北海道松前町札前地先の岩礁掘削

域内の2試験区に収容したキタムラサキウニに､

1月中旬までそt,Lぞ九サンマならびにホッケを､

その後3月末までlま両区ともマコンブとワカメを

給餌し､それらの生見典の血的な発達を天柵 場

と比較しながら弗べlL

サ/･7を給餌したキタムラサさウニの生殖巣は

2月末まで著しく秦連したが､その後3月兼まで

は停滞LTL 魚肉給餌WF)l中の生能巣の発達はホ

ッケがサ./7に比べて小さかった｡天相 磯の生

殖娘指数は餌 区に比べて低かった｡また､給即

区でも薪再生中の個体の生殖巣指故は低かったo

A186 ]ヒ水試研報 3759-661991
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